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後
記                 

　       

　               

佐
原 

理

　
徳
島
大
学
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
機
会
を
得
て
、少
し
ば
か
り
平
穏
を
取
り
戻

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
み
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て

い
く
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。一
方
で
、

世
界
の
動
き
は
忙
し
な
く
、香
港
や
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
情
勢
を
み
て
も
、今
ま
さ
に
大
き
な

変
革
の
最
中
に
い
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ

ま
す
。ふ
と
、こ
の
国
の
少
し
未
来
を
考
え
る

と
、こ
の
20
年
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
価
値
観
を

誇
示
し
て
い
て
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。本
当
に
変
化
の
激
し
い
社
会
で
す
。私
も

一
人
の
大
学
教
員
と
し
て
、多
様
な
価
値
観

を
享
受
し
、真
に
豊
か
な
社
会
を
構
築
で
き

る
人
間
を
教
育
で
き
る
よ
う
、大
学
で
の
研

究
・
教
育
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

徳島大学基金 ～ご寄附のお願い～

徳島大学は、運営費交付金が年々削減される中、充実した教育研究環境と安定した財政基盤を確保するため、「徳島大学基金」を設置して
います。皆さまからご支援いただいた寄附金を基金として積み立て、学生の修学支援、国際交流やグローバル化の推進、教育・研究・社会貢献
活動などのため事業区分ごとに大切に活用させていただきます。法人、団体、個人の皆さまからの温かいご理解、ご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

　一口千円とさせていただきます。複数口のお申込みを歓迎いたします。ご寄附いただける場合は、下記お問い合わせ先
までご連絡ください。また、ホームページからクレジットカードやコンビニを利用したお申込みも可能です。

　徳島大学へのご寄附は、徳島大学が発行する「寄附金領収書」を添えて確定申告を行
うことにより、税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は「徳島大学基金」のホー
ムページに記載しております。

お申込み方法

税制上の優遇措置

徳島大学基金 検索

「徳島大学基金」について、
詳しくはホームページをご覧ください。

（https://www.tokushima-u.ac.jp/
contribution/）

植村　　新　様　　　高橋　　英基　様　　　高橋　瑞穂　様　　　田中　　敏　　様　　　中村　仁之　様　　　  濱　昇司　様　　
濱口　佳子　様　　　早道　ますみ　様　　　東山　　護　様　　　藤井　佐都樹　様　　　前川　晃子　様

　2021年4月から6月までの間に、徳島大学基金にご寄附をいただいた皆さまのご芳名をご紹介させていただきます。ご
支援、誠にありがとうございました。

寄附者のご紹介

教育・研究に関する情報や各種イベントのご案内など、様々な情報をお届けしています。ぜひ、配信登録
をお願いいたします。配信先メールアドレス、氏名、本学との関係（卒業生、保護者、その他）を明記し、

koho@tokushima-u.ac.jpへご連絡ください。

上記のほか、公開を希望されない方6名様からご寄附をいただきました。
お気づきの点がございましたら、おそれいりますが、下記お問い合わせ先までご連絡いただけますようお願いいたします。

〈個人の皆様 五十音順 〉

お問い合わせ先 ・基金に関するお問い合わせ: 徳島大学基金事務局（担当：総務部同窓生・基金室） 電話 088-656-9981
・申込手続き、税制上の優遇措置に関するお問い合わせ: 徳島大学財務部資産管理課  電話 088-656-7037

徳島大学長   野地 澄晴

徳 大 広 報
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コロナ禍の
令和3年度前期の
振り返りとこれから

特集

魅力ある授業 P6

大学院医歯薬学研究部 保健学域 准教授　山下 理子

最先端研究探訪 P7

大学院社会産業理工学研究部 理工学域 教授 

伏見 賢一

研究室へようこそ P9

大学院社会産業理工学研究部 社会総合科学域 講師  

甲田 宗良

マイ キャンパスライフ P11

総合科学部 社会総合科学科 3年 米澤 七星
大学院栄養生命科学教育部 人間栄養科学専攻 

博士後期課程 2年 足立雄一郎　

海外体験記 P13

薬学部 薬学科 3年  渡邊 佳奈

My Life in Tokushima P14
大学院創成科学研究科 地域創成専攻 修士課程 2年 

陳 佳貝 （チン カカイ）［中国］　

就職活動記 P15

大学院先端技術科学教育部 博士前期課程 修了  

芝本周平
医科栄養学科 卒業  橘 勇佑

先輩に続け P17

大学院医歯薬学研究部 口腔顎顔面矯正学分野 

渡邉 佳一郎

ヘルスケア P18

キャンパスライフ健康支援センター 

総合相談部門副部門長 井ノ崎 敦子

サークル紹介 P19

蔵本茶道部  / 蔵本空手道部  / 放送研究会

徳大生大活躍 P20

理工学部 理工学科 4年  八木橋 伊吹　

財務レポート P21

徳大ニュース P24 

読者の言葉 P25

次期学長予定者からのごあいさつ P26

徳島大学基金 / 編集後記

大
学
拠
点

接
種
の
実
施

な
か
な
か
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
が
得
ら

れ
な
い
年
齢
層
で
あ
る
学
生
に
、早
期
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
を
提
供
。多
く
の

学
生
が
こ
の
機
会
を
活
用
し
ま
し
た
。

【教育・研究・社会貢献事業基金】プロジェクト事業や全学的な教育・研究・社会貢献事業、環境整備などへのご支援
【国際交流・グローバル化事業基金】留学、教員の海外派遣など、国際交流事業へのご支援
【修学支援事業基金】授業料等の免除など、学生の修学へのご支援
【研究等支援事業基金】学生、又はポスドク研究活動へのご支援
【学部等支援基金】各学部、先端酵素学研究所の教育・研究や管理運営、環境整備へのご支援
【古本募金】不要になった本、CD、DVDを寄贈いただき、買取金額を基金に充てます
　　　　　　古本募金の特設サイトもぜひご覧ください → h�ps://www.charihon.jp/partner/tokushima-u/
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徳
島
大
学
は
、
本
学
の
感
染
者
の
発

生
状
況
及
び
徳
島
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
応

じ
た
対
応
方
針
「
と
く
し
ま
ア
ラ
ー

ト
」
の
発
動
状
況
に
応
じ
て
、
レ
ベ
ル

を
0
〜
5
段
階
（
レ
ベ
ル
3
は
、
レ
ベ

ル
3
A
、
3
B
に
分
か
れ
る
）
に
分
け

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）」

を
策
定
し
、
教
育
・
研
究
、
課
外
活
動

等
の
対
策
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た
令
和
3
年
度
は
、

4
月
か
ら
6
月
初
め
ま
で
の
約
2
ヶ
月

に
わ
た
り
、
レ
ベ
ル
3
A
・
3
B
の

高
い
レ
ベ
ル
が
継
続
さ
れ
、
基
本
的
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
み
で
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、

感
染
状
況
が
落
ち
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

B
C
P
レ
ベ
ル
も
レ
ベ
ル
2
、
レ
ベ

ル
1
と
段
階
的
に
引
き
下
げ
、
感
染
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
、
対
面
授
業
や
課

外
活
動
が
徐
々
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、感
染
力
の
強
い
変
異
株（
デ

ル
タ
株
）
の
影
響
も
あ
り
、
7
月
後
半

以
降
は
、
適
宜
B
C
P
レ
ベ
ル
を
引

き
上
げ
、
本
誌
編
集
の
8
月
末
時
点

で
は
、
レ
ベ
ル
3
B
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
で
最
大
級
の
警
戒
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
令
和
3
年
度
の
前
期
で

令
和
3
年
2
月
、
C
O
V
I
D

|
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
約
1
年
、

高
い
発
症
予
防
効
果
が
あ
り
重
症
化
リ

ス
ク
を
下
げ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
日
本
で
も
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
医
療
従
事
者
、
続
い
て
高
齢
者

へ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
高
齢

者
の
重
症
化
率
は
減
少
し
た
も
の
の
、

感
染
力
の
強
い
変
異
株
の
出
現
も
あ
り

日
本
全
国
の
感
染
拡
大
の
勢
い
は
続
き
、

よ
り
早
く
若
い
世
代
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
の
状
況
の
下
、
6
月
初
め
に
職
域

接
種
が
国
の
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
徳
島
大
学
は
学
生
の
皆
さ
ん
の

健
康
と
大
学
生
活
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
、
ま
た
医

歯
薬
学
部
と
大
学
病
院
を
も
つ
県
内
唯

一
の
大
学
と
し
て
の
地
域
か
ら
の
期
待

も
あ
り
、
徳
島
大
学
拠
点
接
種
と
し
て
、

本
学
学
生
・
職
員
だ
け
で
な
く
地
域
の

他
の
大
学
、
高
等
教
育
機
関
の
学
生
職

員
さ
ん
等
も
対
象
と
し
て
、
6
月
21
日

よ
り
モ
デ
ル
ナ
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大

塚
講
堂
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か

は
任
意
で
、
個
人
の
判
断
で
決
め
て
も

ら
う
方
針
で
、
申
し
込
み
前
に
は
、
オ

し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
の
経
験
を
活
か

し
、
授
業
の
方
法
や
学
生
へ
の
ケ
ア
に

関
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
対
面
授
業
や
研
究
及

び
課
外
活
動
等
、
安
心
し
て
実
施
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
、
6
月
21
日
か
ら
は

学
生
・
教
職
員
等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
大
学
拠
点
接
種
）
を
開

始
し
ま
し
た
。

本
号
の
特
集
で
は
、
令
和
3
年
度
前

期
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
各
学
部
で
の

取
り
組
み
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
を
経
た
上
で
の
、
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ン
ラ
イ
ン
の
説
明
会
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
効
果
、
副
反
応
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
人
の
接
種
時
の
留
意

事
項
、
接
種
後
の
体
調
不
良
へ
の
対
応

方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を

十
分
に
設
け
ま
し
た
。

大
学
拠
点
接
種
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
一
定
期
間
に
大
人
数
（
計
画
段
階

で
は
約
9
0
0
0
人
と
想
定
）
に
対
し

4
週
間
隔
で
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

安
全
に
行
う
と
い
う
規
模
が
大
き
い
事

業
で
あ
る
た
め
、
実
施
体
制
を
新
た
に

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場

の
感
染
対
策
、
接
種
業
務
従
事
者
の
確

保
、
会
場
で
の
接
種
後
副
反
応
に
対
す

る
救
急
医
療
体
制
整
備
、
及
び
ワ
ク
チ

ン
の
適
正
な
管
理
と
運
用
に
つ
い
て
は
、

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
及
び
大
学
病

院
の
医
師
・
看
護
師
・
歯
科
医
師
・
薬

剤
師
・
臨
床
検
査
技
師
で
あ
る
本
学
教

職
員
各
位
に
多
大
な
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
事
務
職
員
に
は
、
こ
れ
ら

の
実
施
協
力
担
当
者
間
の
連
絡
調
整
と
、

学
生
・
職
員
に
対
す
る
接
種
希
望
調
査
、

接
種
予
定
者
の
予
約
管
理
と
変
更
や
キ

ャ
ン
セ
ル
へ
の
対
応
、
会
場
の
設
営
・

維
持
管
理
と
受
付
・
案
内
、
接
種
に
当

た
る
事
務
処
理
等
々
に
尽
力
頂
き
ま
し

た
。6

月
21
日
〜
7
月
20
日
（
21
日
間
）

の
1
回
目
接
種
で
は
6
8
9
6
名
に

対
し
て
接
種
、
7
月
26
日
〜
8
月
21

日
（
17
日
間
）
の
2
回
目
接
種
で
は

6
8
4
3
名
に
接
種
、
う
ち
徳
島
大

学
の
学
生
は
1
回
目
4
6
6
8
名
、

2
回
目
4
6
2
7
名
で
し
た
（
8
月

21
日
現
在
）。
全
接
種
者
に
お
け
る
接

種
会
場
で
の
副
反
応
に
つ
い
て
は
、
1

回
目
接
種
で
15
名
、
2
回
目
接
種
で
8

名
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
員
軽
症
で

ほ
と
ん
ど
が
安
静
の
み
で
軽
快
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
度
の
大
学
拠
点
接
種
に
お
い
て

は
、
な
か
な
か
接
種
機
会
が
得
ら
れ
な

い
年
齢
層
で
あ
る
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
、

早
期
の
接
種
機
会
を
提
供
で
き
、
た
く

さ
ん
の
学
生
さ
ん
に
こ
の
機
会
を
活
用

し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今

回
は
種
々
の
理
由
で
接
種
し
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
接
種
し
た
い
と
い
う
場
合

は
、
各
自
治
体
で
の
接
種
を
検
討
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
感
染
し
な
い
、
広
げ
な
い

た
め
に
引
き
続
い
て
大
切
な
こ
と
は
、

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

皆
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
衛
生
、
3
密

の
回
避
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新型コロナワクチン接種
（大学拠点接種）について

 
特
集コ

ロ
ナ
禍
の
令
和
3
年
度

 
前
期
の
振
り
返
り
と

こ
れ
か
ら

日
々
状
況
が
変
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
3
年
度
前
期
、

そ
の
よ
う
な
中
で
実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
改
善
・
展
開
し
て
い
る
教
育
の
現
場
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
。

キャンパスライフ健康支援センター長  

井﨑 ゆみ子 （いざき ゆみこ）

ワクチン接種会場の様子
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特集「コロナ禍の令和3年度前期の振り返りとこれから」学部長に“聞く”

総合科学部長　
髙橋 晋一
（たかはし  しんいち）

医学部長　
赤池 雅史
（あかいけ  まさし）

歯学部長　
馬場 麻人
（ばば  おと）

薬学部長　
土屋 浩一郎
（つちや  こういちろう）

コロナ禍の中での
総合科学部の教育について

ウィズコロナ・
ポストコロナに向けて

令和3年度前期の振り返りこれまでの経験を活かした
薬学部の取組について

　新型コロナウイルス感染拡大の当初は、多くの戸惑いが

あり、日々対応に追われ、講義・実習が予定通りにできない

状況でした。その後、様々な知見を得て、歯学部においても

多くの対応手段が講じられるようになりました。実際、今で

は全ての教員が全学共通の教育支援システム「manaba」

や教務システムを自在に使いこなし、オンライン講義やその

他の学修教材を配信するようになっております。一方、解剖

学実習を含む基礎医学実習や、模型を使っての臨床基礎実

習、病院での臨床実習も、体調管理を含めた感染対策を強

化したうえで、徳島県内の感染状況を鑑みながら行っていま

す。もともと、歯科は外科的な処置を多く含み、新型コロナ

ウイルス感染拡大前から、ゴーグル・マスク・手袋を着用し、

感染対策に万全を期した教育・実習が当たり前に行われて

いたという背景があり、スムーズに対応できたものと考えて

います。このように、教育プログラムは進められているもの

の、学生と学生、学生と教員のコミュニケーションが平常時

より取れなくなっているのは事実です。歯学部は、小所帯な

ので普段であればコミュニケーションをとりやすく、色々な問

題を早期に発見し、対応が可能であったのですが、それが難

しくなっていることが明らかになってきました。幸い、2回目

のワクチン接種が、教職員・学生とも終了する段階に来てお

り、今後はコミュニケーションをしっかりとることにも力を注

ぎたいと考えています。

　昨年来の新型コロナウイルス感染症の影響により、今年

度の授業もオンライン中心でスタートする形になりました。

特に新入生の皆さんには、年度初めから大学に登校する機

会を提供することができず、たいへん心苦しく思っておりま

す。こうした状況の中、1年生対象のオンライン交流会を開

催する、授業の中にZoomやTeamsのブレイクアウトルー

ム機能（グループ分け機能）を活用した意見交換の時間を

取り入れるなど、教員と学生、また学生同士がコミュニケー

ションを取る機会をできるだけ作ることを心がけてまいりま

した。さらに、学生アンケート等により、今困っていることや

対応してほしいことを尋ね、それを踏まえて学生サポートや

環境整備に取り組んでまいりました。本学のBCP（新型コ

ロナウイルス感染症に対する事業継続計画）のレベルが下

がった時期（状況が落ち着いた時期）には、少人数の演習科

目等一部の授業において、徹底した感染防止対策を取った

上で対面授業を行いました。新型コロナウイルス感染症の

拡大防止と充実した大学生活の両立を図るのは簡単なこと

ではありませんが、様々な機会を通じて学生の皆さんのご意

見やご希望をすくい上げ、適切な授業の実施と、安心、そして

人の「つながり」を重視した学生生活を目指していきたいと

考えております。引き続き、皆様のご理解とご協力をお願い

いたします。

　新型コロナウイルス感染症のパンデミックが宣言されて

1年半が経とうとしています。当初は新型コロナウイルス感

染症の全体像が見えなかったことから対策を模索したのが

令和2年度でした。

　令和3年度は前年度の経験を活かし、BCP（事業継続計

画）レベルに対応した薬学部における授業形態を策定する

とともに、新型コロナウイルス感染症が学部内で発生した

場合の対応マニュアルを整備・周知することで即応できる体

制を整えました。また学部生・院生が所属する各研究室に

おいても基本的感染防止対策を導入しています。

　このように環境面については体制が整いつつありますが、

一方で感染防止対策の要である人的接触の抑制は、社会活

動や他者との交流で自己を磨いていく側面もある大学生活

に影を落とし、本人が気付かないうちにストレスが溜まるこ

とで心身の不調につながることが危惧されます。

　これに対し薬学部としては、可能な範囲で対面授業やハ

イブリッド型授業、およびクラス会活動を取り入れてキャン

パス内で教員や友人と顔を合わせる機会を増やすこと、ま

た徳島大学から発出される新型コロナウイルス感染症の対

応策を、薬学部で補足してわかりやすく学生に周知するほ

か、新型コロナウイルス感染症の質問や相談に関してはプラ

イバシーの保護を徹底することを明示することで不安の解

消に取り組んでいます。

　大学でのワクチン接種も2回目の接種が8月中に終了しま

す。ワクチン接種が切り札と言われてきましたが変異株の出

現や接種後でも感染することもあり、今後も難しい局面が続

くと思われますが、緊張感を持って臨機応変に対応していき

たいと考えています。

　新型コロナウイルス感染症の流行を契機に、オンライン

手法が急速に普及し、最近ではスクール形式授業のみなら

ず、PBLチュートリアル、ワークショップ、面談、研究会・学会

等でもオンラインシステムが広く活用されています。学生対

象アンケートでは、オンライン授業について、自分のペース

で繰り返し視聴できる、対面と同等もしくはそれ以上に討論

できる、今後も継続して欲しい等、肯定的な意見が多数を占

めています。また、国家試験合格状況を含め各種成績も良

好な結果が得られています。オンライン手法は場所の確保

や移動が不要なため、学部学科横断的授業、海外を含めた

学外講師による授業・講演会に非常に有効であり、新しい

ツールとして今後定着していくと考えられます。一方、近年の

医療教育では、自分一人の「個人勉強」から、他者と関わり

ながら実際にその能力を使う状況の中で行う「状況の中の

学び」、「他者との学びあい・わかちあい」への転換が重要

視されています。新型コロナウイルス感染症流行が1年半を

超えて続いている状況ですが、この間に、感染対策のノウハ

ウが蓄積され、最近ではワクチン接種も急速に進んでいま

すので、解剖実習、研究室配属・卒業研究、診療現場教育

等は、十分な感染対策を行いながら、できるだけ対面で実施

する方針です。医学部では、ウィズコロナ・ポストコロナに向

けて、オンラインと対面の両者の良さを活かしながら、医療

教育の質の向上に取り組んでいきます。

総合科学部  Faculty of Integrated Arts and Sciences医学部  Faculty of Medicine歯学部  Faculty of Dentistry薬学部  Faculty of Pharmaceutical Sciences
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学部長に“聞く”

　学生とそのご家族の皆様には、日頃から本学部の運営に

ご協力を頂きまして誠に有り難うございます。お陰さまをも

ちまして、コロナ禍の中ですが本年3月には無事に学部第2

期生を送り出し、また4月には学部6期生と大学院修士課程

2期生の皆さんを受入れることができました。

　昨年度から波状的に続く厳しいコロナ禍の中、学内クラ

スター発生からの教訓と感染第4波への対応もあって、本学

部でも令和3年度前期は引き続き、遠隔授業を中心とした

教育体制を取っています。昨年度及び本年度に入学した皆さ

んはこの状況が入学以来ずっと続いており、本来なら謳歌で

きる大学での学びやキャンパスライフに大きな制限がかかっ

ていることをお詫び申し上げます。このような現状を受けま

して、前期末には対面での学生と担任教員の懇談会を開催

し、皆さんが抱えている不安やご不便を把握して対応策を検

討し、その解消を目指しています。また、卒論生や院生の研

究面におきましても、新型コロナ対策に細心の注意を払い

つつ継続可能な場合には実施体制を取っています。現状で

は大きな支障は生じていないことや学生・教職員を対象とし

たワクチン接種の実施もあり、ある程度の明るい展望も出て

きていますが、引き続き予断が許されないことから、状況を

見ながら適時適切な教育体制を検討する方針を継続してい

きたいと考えています。どうか今後とも引き続き、皆様には

ご協力とご理解を宜しくお願い申し上げます。

理工学部長　
山中 英生
（やまなか  ひでお）

生物資源産業学部長　
長宗 秀明
（ながむね  ひであき）

 「コロナ禍」とよばれる大災害級の出来事が起きて1年半、

大学教育も大きな変化を強いられてきました。徳島県は、幸

いにも他県に比べて深刻な感染状況には至っていませんが、

本学の学生が関係する感染クラスターも発生しており、決し

て安心できる状況ではありません。

　理工学部の授業は、できるかぎり遠隔形式を採用していま

すが、対面実施が必要な実験・実習などの授業では、講義

室の座席を半分にし、こまめに換気するなど三密を避ける措

置を継続しています。コロナ禍で浸透した遠隔形式には、ビ

デオ等の教材を視聴し、小テスト等で理解度を確認するオ

ンデマンド方式、教員とリアルタイムにネットワーク接続し

て授業を受けるオンライン方式などがあり、授業内容に適し

た多様な方式を選択することで、より学習成果を上げること

ができます。

　1学年600名、全体では3000名を超える学生が在籍す

る理工学部ですが、8つのコース・系ごとに学年担任やアド

バイザー教員を配置し、生活や学習の相談など、きめ細かな

フォローをしてきました。研究室に配属された高学年生や大

学院生に対しては、指導教員が親身に対応しております。

　大学は学生の皆さんにとって、仲間をつくり、多くの人 と々

の交流を通じて、これからの生きる力を身に付けるかけがえ

のない場所です。教職員一同、コロナ禍の中でも皆さんが充

実した大学生活を過ごせるよう、工夫に努めていきたいと考

えています。

コロナ禍の中での大学コロナ禍中における
生物資源産業学部の教育

理工学部  Faculty of Science and Technology生物資源産業学部  Faculty of Bioscience and Bioindustry

特集「コロナ禍の令和3年度前期の振り返りとこれから」
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床
検
査
の
8
名
の
先
生
が
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ム
ニ
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ス
形
式
で
行
う
臨
床
検
査
学
入
門
。

そ
の
中
で
山
下
先
生
が
担
当
さ
れ
た

「
検
査
値
解
釈
法
」
は
「
徳
島
赤

十
字
病
院
方
式
検
査
値
解
釈
実
践
」

と
題
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
査
値
解
釈
法
は
検
査
の
値
だ
け

を
見
て
病
態
を
診
断
す
る
と
い
う
も

の
。
推
定
さ
れ
る
疾
患
を
も
れ
な
く

挙
げ
て
、
次
の
検
査
の
想
定
を
し
た

り
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

職
種
の
人
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
瞬
時
に
難
し
い
判
断

を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療
現
場

で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

診
断
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ

な
っ
て
い
た
山
下
先
生
。
2
0
1
6

年
、
中
四
国
の
医
学
科
の
病
理
学
教

室
か
ら
1
2
6
名
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
た
日
本
病
理
学
会
中
国
四
国

支
部
主
催
『
病
理 

夏
の
学
校
i
n

徳
島
』。
山
下
先
生
が
担
当
し
た
教

育
型
C
P
C
で
も
検
査
値
解
釈
法
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
は
医
学
科
、
保
健
学
科
、

初
期
研
修
医
、
検
査
技
師
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
人
が
参
加
で
き
る
『
蔵
本
パ
ソ

ロ
ジ
ー
勉
強
会
』
を
開
催
。
今
年
度

も
9
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
今
冬

も
対
象
を
全
学
に
広
げ
て
実
施
出
来

な
い
か
、
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
将
来
的
に
は
検
査
値
と
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
を
使
っ
て
、
種
々
の
危
険
性
を

自
動
表
示
で
き
る
方
向
へ
進
む
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
健
康
ア
プ
リ
等
も
実
用
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
医
療
現
場
で
本
当
に
必
要

な
道
具
は
ま
だ
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
検
査
値
と
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
解
析
を
知
り
、
有
効
性
に
つ
い
て
エ

ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

授
業
も
テ
ー
マ
ご
と
の
班
に
分
か

れ
、
検
査
値
を
項
目
ご
と
に
見
な
が

ら
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し
あ
い
、
検

査
値
か
ら
病
態
を
診
断
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
授
業
に
使
っ
た
検
査
値
は

信
州
大
学
病
院
方
式
に
山
下
先
生
が

独
自
に
血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

を
プ
ラ
ス
し
た
「
徳
島
赤
十
字
病
院

方
式
」
と
い
う
も
の
。
山
下
先
生
が

徳
島
赤
十
字
病
院
に
在
籍
さ
れ
て
い

た
頃
に
使
わ
れ
始
め
た
た
め
、
そ
う
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
検
査
値
や
臓
器
や
顕

微
鏡
の
写
真
を
見
て
、
病
理
学
的
な

大学院医歯薬学研究部 保健学域 准教授　
山下 理子 （やました  みちこ）

検査値を見て病態を診断
オンラインワークショップも開催！

取材時、卒論の相談に来ていた医学部保健学科 湯浅凌雅さん（左）、秦耕太さ
ん（右）と。「僕たちの頃は検査値解釈法の授業がなかったので、羨ましいです」と
話す2人。

第36回日本臨床栄養代謝学会学術集会で信州大学 本田孝行先生（信州大学病
院方式考案）とRCPCのシンポジウム の様子。オンラインで発表する山下先生。

2017年に行われた蔵本パソロジー勉強会の様子（写真左）。その他のワークショッ
プの資料も大切に保管されています。

医学科授業日程2，3コマ目に、
オンラインワークショップ開催！
10月19日（火）8：30-12：00   医学科 病理学（ I . II） 特別講義
病院における病理医の仕事、CPC、RCPC

◎RCPCは現在、徳島赤十字病院で定期的に開催されています。職種や経験年数不問ですの
で、興味のある人はメールにてお問い合わせください。yamashitar@tokushima-u.ac.jp

※CPC （Clinico- Pathological Conference）臨床病理検討会。患者の診療あたる
臨床医と病理医が症例検討を行う会。



8 7

ち
や
宇
宙
の
構
造
、
宇
宙
の
進
化
の
謎

を
紐
解
く
鍵
と
な
る
正
体
不
明
の
素
粒

子
。当

時
の
記
事
に
は
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
特

徴
と
し
て
「
光
を
出
さ
ず
吸
収
も
し
な

い
謎
の
物
質
」、「
い
か
な
る
電
磁
波
を

用
い
て
も
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
実

験
装
置
は
無
事
完
成
し
た
の
で
し
ょ
う

か
?
　

最
先
端
研
究
探
訪
［
取
材
］

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
検
出
す
る

実
験
装
置
の
そ
の
後

今
を
遡
る
こ
と
10
年
前
。
今
回
と
同

じ
く
、『
と
くtalk

』
の
最
先
端
研
究

探
訪
の
コ
ー
ナ
ー
に
伏
見
先
生
の
研
究

室
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
ダ
ー
ク
マ
タ
ー

を
捜
索
す
る
た
め
の
実
験
装
置
を
開
発

中
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
と
は
、
宇
宙
の
成
り
立

推
理
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
で
す

ね
」
と
、
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
な
伏
見

先
生
。

長
年
の
研
究
や
世
界
の
状
況
、
他
の

研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
比
較
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
手
を
尽
く
し
て
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
探
索

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、「
実
験
に
よ
っ
て

何
か
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
か
も
」
と

い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が
、
話
の
端
々
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

"
標
準
模
型
"に
当
て
は
ま
ら
な
い

想
定
外
の
結
果
を
求
め
て

宇
宙
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
、 〝
標

準
模
型
〞
と
い
う
理
論
が
用
い
ら
れ

る
そ
う
で
す
が
、
標
準
模
型
だ
け
で
は
、

説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

「
10
年
間
試
行
錯
誤
し
て
、
放
射
性
不

純
物
を
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
除
去
す
る
こ

と
に
成
功
し
、
岐
阜
県
飛
騨
市
に
あ
る

地
下
の
神
岡
実
験
室
に
試
作
機
を
2
つ

設
置
し
、
実
験
を
始
め
る
ま
で
に
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
」
と
話
す
伏
見
先
生
。

本
格
的
な
実
験
装
置
の
建
設
は
予
算

が
下
り
て
か
ら
に
な
る
そ
う
で
す
が
、「
こ

れ
ま
で
人
類
が
検
知
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
を
、
特
別
な
装
置
を
作
っ

て
な
ん
と
か
捕
ま
え
た
い
」
と
長
年
抱
い

て
き
た
夢
は
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

1
0
0
万
分
の
1
秒
と
い
う

一
瞬
の
閃
光
を
捉
え
る

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
を
検
知
す
る
た
め
の

実
験
装
置
の
名
前
は「
ピ
コ
ロ
ン
」。ダ
ー

ク
マ
タ
ー
は
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、「
お
そ
ら
く
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

原
子
核
と
は
、
ご
く
稀
に
ぶ
つ
か
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
放
射
線

検
出
器
と
同
じ
原
理
を
用
い
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

「
ご
く
稀
に
ぶ
つ
か
る
」
と
は
、「
1
ト

ン
く
ら
い
の
装
置
を
置
い
て
お
く
と
1
年

に
数
回
、
ぶ
つ
か
る
か
な
？
」
と
い
う
程

度
。
こ
の
貴
重
な
数
回
を
確
実
に
キ
ャ
ッ

標
準
模
型
で
は
説
明
で
き
て
い
な
い

素
粒
子
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
れ
が
正
解

だ
と
絞
り
込
め
る
。
そ
の
た
め
に
も
ダ
ー

ク
マ
タ
ー
探
索
な
ど
、
も
っ
と
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
、
今
が
ん
ば
っ
て
装
置
を
作
っ
て

い
ま
す
。

来
年
の
3
月
ま
で
に
は
大
き
な
装

置
を
作
っ
て
、
そ
れ
で
実
験
を
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
動
け

ば
、
徳
島
大
学
が
日
本
国
内
で
ダ
ー
ク

マ
タ
ー
を
や
っ
て
い
る
数
少
な
い
大
学
の

ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。

予
算
申
請
が
通
っ
て
い
れ
ば
…
で
す
け

ど
、
そ
の
た
め
の
状
況
証
拠
は
だ
い
ぶ
積

み
上
げ
て
き
た
の
で
、
な
ん
と
か
通
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

10
年
前
の
『
と
くtalk

』
に
「
生
涯

チ
す
る
た
め
に
も
、
実
験
装
置
を
大
き

く
し
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
だ
け
に
反
応
す
る

よ
う
、
邪
魔
者
と
な
る
環
境
放
射
線
の

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
を
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
環
境
放
射
線
は
日
常
的
に
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
岩
や
空
気
、
人
間
の
体
か
ら

も
出
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
1
秒
間
に

を
こ
の
研
究
と
大
き
な
ロ
マ
ン
に
か
け
て

い
き
た
い
」
と
い
う
伏
見
先
生
の
言
葉
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
も
、
こ

れ
か
ら
も
変
る
こ
と
な
く
、
大
い
な
る

情
熱
と
共
に
宇
宙
の
謎
と
ダ
ー
ク
マ
タ
ー

の
正
体
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

何
千
発
も
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
に
当
た
り
ま
す
。

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
の
観
測
装
置
は
と
て
も

高
感
度
な
の
で
、
そ
う
し
た
放
射
線
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
反
応
し
て
し
ま
う
た
め
、

神
岡
の
地
下
に
潜
り
、
岩
な
ど
か
ら
発

せ
ら
れ
る
放
射
線
も
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
よ

う
、
鉛
で
囲
っ
て
い
ま
す
」。

そ
の
た
め
見
た
目
は
、
ま
っ
た
く
面
白

み
の
な
い
カ
タ
チ
だ
そ
う
で
す
が
、
ダ
ー

ク
マ
タ
ー
を
検
出
す
る
と
ピ
カ
ッ
と
光
る

の
だ
と
か
。
そ
の
速
さ
は
1
0
0
万

分
の
1
秒
…
。

ご
く
稀
に
し
か
ヒ
ッ
ト
せ
ず
、
ヒ
ッ
ト

し
た
の
か
、
し
な
い
の
か
も
分
か
ら
な
い

ほ
ど
の
超
高
速
の
光
。
そ
れ
が
本
当
に

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
な
の
か
、
ど
う
や
っ
て
見

分
け
る
の
か
と
伺
う
と
、「
状
況
証
拠
を

見
な
が
ら
、
名
探
偵
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、

と
い
い
ま
す
。

「
標
準
模
型
は
素
粒
子
の
反
応
な
ど
、
す

ご
く
細
か
く
計
算
で
き
る
ん
で
す
が
、
そ

の
理
論
だ
と
宇
宙
の
始
ま
り
が
ど
う

だ
っ
た
か
は
説
明
で
き
な
い
ん
で
す
。
宇

宙
が
何
故
こ
う
な
っ
た
の
か
、
宇
宙
の
始

ま
り
は一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
昔
、
標
準

模
型
で
は
説
明
で
き
な
い
ス
ゴ
い
こ
と
が

起
こ
っ
て
、
そ
の
結
果
、今
の
我
々
が
知
っ

て
い
る
宇
宙
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ

標
準
模
型
を
覆
す
結
果
は
出
て
い
ま
せ

ん
。だ

い
た
い
み
ん
な
、
計
算
通
り
に
正
解

が
出
た
ら
、
喜
び
ま
す
よ
ね
？
で
も
我
々

は
、
計
算
通
り
に
結
果
が
出
た
ら
残
念

が
る
ん
で
す
。『
な
ん
だ
よ
、
標
準
模
型

の
ま
ま
じ
ゃ
ん
』
っ
て
。

中央の黒いブロックを積み
上げたようなものは、ダーク
マター探索装置の純度を測
る装置の縮小モデル。2週
間に1回液体窒素を入れて
低温に保つのが大変だった
そうです。

この分野の実験装置は車に例えるとF1クラスで、天文学という
より、ほぼ工学なのだそう。「望遠鏡で星を見たりはしないんです
ね？」というと、「今どき、夜空を肉眼で観察している天文学者はい
ません（笑）」と伏見先生。

岐阜県飛騨市の神岡地下実験室に設置した、ピコロンの装置。
赤くなっているのは、通常の光を当てると装置の感度に悪影響を
与えるためです。この装置で、現状世界1に並ぶレベルの低バッ
クグラウンドを達成しました。

研究室のみなさん。かつてはダークマターではなく、暗黒物質とい
われていましたが、ここ数年でダークマターという呼称が定着して
いて、人気ドラマ“逃げ恥”にも「世の中にはね、目に見えないダー
クマターだって存在するんだよ！」というセリフがあったり、スーパー
戦隊シリーズ『宇宙戦隊キュウレンジャー』の敵キャラがダークマ
ターを思わす「ジャークマター」という名前だったり、一般にも知ら
れるように。しかし専門家から見ると、「名前が変っただけで何もわ
かっちゃいない状況」なんだそうです。

大学院社会産業理工学研究部 理工学域 教授

伏見 賢一  （ふしみ けんいち）

宇宙の謎を紐解く鍵となる
ダークマターを追って
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研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
［
取
材
］

に
い
て
、
体
感
的
に
多
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
親
和
性
と
い

う
概
念
は
2
0
1
0
年
頃
に
生
ま
れ

た
も
の
で
、
先
行
研
究
に
『
ひ
き
こ
も

り
親
和
性
の
高
い
人
は
ひ
き
こ
も
り
に

移
行
す
る
』
と
あ
る
の
で
す
が
、
本
当

に
そ
う
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
行
動
や

心
理
的
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

看
護
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
増
え
て
い
る
？

岡
本
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

看
護
師
に
焦
点
を
あ
て
た
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
（
燃
え
尽
き
症
候
群
）
に
つ
い
て
」。

や
る
気
が
あ
っ
て
も
報
わ
れ
な
か
っ

た
と
き
に
、
落
ち
込
む
状
態
を
バ
ー
ン

ア
ウ
ト
と
い
い
ま
す
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

今
、
注
目
の
健
康
経
営
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
研
究

甲
田
先
生
の
研
究
室
で
は
、
臨
床
心

理
学
の
中
で
も
「
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
、
社
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
よ
り
よ

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
た
め

に
、
健
康
経
営
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が

着
目
さ
れ
て
い
て
、「
心
身
の
健
康
を

増
進
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」

は
企
業
側
に
と
っ
て
も
働
く
人
に
と
っ

て
も
、
大
き
な
関
心
事
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
う
つ
病
や
パ

ニ
ッ
ク
障
害
と
い
っ
た
過
労
や
ス
ト
レ

ス
が
原
因
と
い
わ
れ
る
病
気
が
話
題
と

な
っ
た
り
、
テ
ニ
ス
の
大
坂
な
お
み
選

手
の
よ
う
に
公
の
場
で
自
ら
告
白
す
る

人
が
増
え
た
こ
と
が
、
よ
り
注
目
度
を

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

話
す
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
。

こ
の
現
代
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む

べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
多
彩
な

研
究
テ
ー
マ
で
切
り
込
み
、
卒
論
に
向

け
て
の
研
究
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

こ
で
「
食
行
動
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
？
」
と
、
家
庭
で
料
理

を
す
る
こ
と
に
着
目
。「
社
会
に
出
た

後
の
食
生
活
に
大
学
時
代
の
食
生
活
が

影
響
す
る
と
い
う
研
究
が
あ
っ
た
の
で
、

『
大
学
生
の
調
理
行
動
に
影
響
し
て
い

る
の
は
何
か
？
』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
」
と
話
す
朝
枝
さ
ん
。

特
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、「
料
理

を
し
た
い
気
持
ち
は
何
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
か
？
」。

朝
枝
さ
ん
も
自
炊
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、「
や
る
の
が
イ
ヤ
な
わ
け
で
は

な
い
ん
で
す
が
、
や
り
た
く
な
い
と
き

も
あ
る
し
、
か
と
い
っ
て
ず
っ
と
や
り

た
く
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も

な
い
。『
一
時
的
な
好
き
嫌
い
の
変
化

は
ど
う
起
こ
る
の
か
？
』
と
ギ
モ
ン
に

思
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
い
き

接
客
業
を
対
象
に
し
た
感
情
労
働

ス
ト
レ
ス
が
強
い
の
は
･
･
･

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
い

う
研
究
室
の
テ
ー
マ
に
一
番
近
い
の
が
、

田
村
さ
ん
の
研
究
。
接
客
業
で
働
く
人

を
対
象
に
感
情
労
働
に
つ
い
て
調
べ
て

い
ま
す
。

「
感
情
労
働
に
は
2
種
類
あ
っ
て
、

お
客
様
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
来
た
と
き
、

イ
ヤ
だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
気
持
ち
を

抑
え
た
ま
ま
、
に
こ
や
か
に
振
る
舞
う

表
層
演
技
と
、
イ
ヤ
だ
な
と
思
っ
て
も

『
で
も
、
こ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
よ

ね
』
と
別
の
感
情
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
接
客
応
対
す
る
の
が
深
層
演
技
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
的
に
は
深
層
演
技
の

方
が
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
出
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、『
果
た

し
て
そ
う
な
の
か
？
』
と
い
う
の
を
考

え
て
い
ま
す
」。

デ
ー
タ
を
と
る
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド

ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ネ
ッ

ト
調
査
を
行
い
、
年
齢
も
業
種
も
異
な

る
接
客
業
3
0
0
人
か
ら
の
デ
ー
タ

を
集
め
た
そ
う
で
す
。

つ
い
た
き
っ
か
け
で
す
」。

テ
ー
マ
決
め
も
自
由
に
で
き
る

甲
田
先
生
の
懐
の
深
さ

卒
論
の
テ
ー
マ
は
別
々
で
す
が
、
共

同
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

3
年
生
の
後
期
に
、
基
本
的
な
論
文

の
読
み
方
や
研
究
手
法
を
学
ぶ
た
め
、

自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
調
査

す
る
演
習
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

同
じ
学
年
で
チ
ー
ム
に
な
っ
て
行
う
の

だ
と
か
。

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
4
人
が
テ
ー
マ
に

し
た
の
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
と
ス
ト

レ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
」。
自
分
た
ち

で
質
問
を
考
え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
計
画
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
他
に
も
心
理
学
を
学
ぶ
研
究
室
は

あ
り
ま
す
が
、
甲
田
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
異
な
る
テ
ー
マ
を
、
心
理
学
の
問
い

に
近
づ
け
る
た
め
に
、
対
話
を
繰
り
返

し
、
僕
ら
が
何
を
し
た
い
の
か
を
細
か

く
聞
い
て
、
自
分
た
ち
の
ギ
モ
ン
を
突

き
詰
め
る
と
い
っ
た
教
育
的
な
と
こ
ろ

も
重
視
さ
れ
て
い
て
、
い
い
先
生
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
朝
枝
さ
ん
。

将
来
は
大
学
院
に
進
み
、
公
認
心
理

師
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
と
っ
て
、

心
理
職
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い

る
人
も
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
自
由
に
学
び
、

夢
を
描
け
る
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

"
ひ
き
こ
も
り
親
和
性
"
が
高
い
と

将
来
、
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
？

松
丸
さ
ん
は
「
ひ
き
こ
も
り
親
和
性

が
高
い
と
、
将
来
的
に
ひ
き
こ
も
り
に

移
行
す
る
の
か
？
」と
い
う
研
究
。「
ひ

き
こ
も
り
に
な
る
気
持
ち
が
わ
か
る
」

「
自
分
も
ひ
き
も
り
た
い
」
な
ど
、
ひ

き
こ
も
り
親
和
性
の
傾
向
を
持
つ
人
た

ち
を
対
象
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た
特
性

を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
行

動
を
す
る
の
か
を
調
査
し
ま
す
。

「
行
動
の
中
で
も
家
で
ど
う
過
ご
し

て
い
る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
を

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
で
は
な
く
、
対
象
は
一
般
の

大
学
生
な
ど
。
私
の
ま
わ
り
で
も
『
一

人
で
過
ご
す
の
が
好
き
』、『
家
で
過
ご

す
の
が
好
き
』
と
い
う
人
は
フ
ツ
ー

救
え
る
は
ず
の
命
が
救
え
な
か
っ
た
り
、

入
院
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
り
…
。

看
護
師
と
し
て
の
仕
事
を
す
る
中
で
報

わ
れ
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
か
な

と
考
え
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
看
護
師
さ

ん
を
結
び
つ
け
て
研
究
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
」。

ま
さ
に
今
す
べ
き
研
究
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
研
究
に
協
力
し
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
い
た
病
院
で
も
感
染
者
が
出

る
な
ど
、
大
変
な
状
況
な
の
で
、
調
査

を
ま
だ
始
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。

独
居
大
学
生
が
自
炊
行
動
を

し
た
く
な
る
要
因
は
？

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
、「
働

く
人
の
健
康
」
と
広
く
捉
え
て
考
え
た

と
き
に
、
食
生
活
は
重
要
な
要
素
。
そ

対話を重ねて、それぞれが導き出した
多彩な研究テーマが
働く人のメンタルヘルスの増進に繋がる
大学院社会産業理工学研究部
社会総合科学域 講師

甲田 宗良 研究室
（産業臨床心理学研究室：
Industrial Clinical Psychology Office）

◎ナビゲーター 総合科学部 社会総合科学科 心身健康コース 4年

朝枝 貴弘 （あさえだ たかひろ）    岡本 真実 （おかもと まみ）

松丸 侑加 （まつまる ゆか）             田村 優衣 （たむら ゆい）

写真左から時計回りに岡本さん、松丸さん、田村さん、朝枝さん。

研究室は全部で9人。オンライン忘年会をおこなうなど、
メンバーが仲がいいのも特徴です。
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ア
ク
シ
ョ
ン
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
『KIN

G
D

O
M

 H
EART

S

』

略
称
K
H
。
こ
の
ゲ
ー
ム
に
影
響
を

受
け
、
将
来
は
ゲ
ー
ム
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
作

成
に
挑
み
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、

作
曲
な
ど
、
ゲ
ー
ム
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
手
掛
け
る
米
澤
さ
ん
。

　「
K
H
は
絵
が
す
ご
く
上
手
く
て
、

3
D
表
現
が
キ
レ
イ
。
主
題
歌
は
宇

多
田
ヒ
カ
ル
が
歌
っ
て
い
て
、
ゲ
ー
ム

を
作
る
た
め
に
は
曲
も
作
れ
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
！
と
思
っ
て
、
作
曲
も

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
や
っ
て
い
ま
す
」。

　
高
校
時
代
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部

に
所
属
し
、『W

O
LF R

PG

エ
デ
ィ

タ
ー
』
と
い
う
無
料
の
ゲ
ー
ム
作
成
ソ

フ
ト
を
使
用
。
こ
の
ソ
フ
ト
、
ほ
と
ん

ど
日
本
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
出
来

た
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
は

こ
れ
で
培
い
、
大
学
入
学
後
は
ゲ
ー
ム

ク
リ
エ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
入
し
、

　
臨
床
食
管
理
学
分
野 

竹
谷
豊
教
授

の
研
究
室
で
、
生
活
習
慣
病
の
中
で
も

腎
臓
病
に
着
目
し
た
研
究
を
行
な
っ
て

い
る
足
立
さ
ん
。
微
量
栄
養
素
と
い
わ

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
代
謝
の

変
化
と
病
気
と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
病
気
に
な
る
と
体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
過
剰
に
な
っ
た
り
不
足
し
た

り
す
る
ん
で
す
が
、
そ
の
過
不
足
が
人
体

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
が

分
か
っ
て
い
な
い
微
量
栄
養
素
っ
て
実
は

ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
裏
を

返
せ
ば
、
新
し
い
食
事
療
法
を
開
発
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。私
た
ち
の
研
究
室
で
は〝from

 

C
言
語
も
そ
こ
で
教
え
て
も
ら
っ
て
、

今
は
プ
ロ
も
使
用
す
る
『U

nity

』
を

使
っ
て
ゲ
ー
ム
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

　
話
を
聞
い
て
い
る
と
「
あ
れ
？ 

理

工
学
部
で
し
た
っ
け
？
」
と
錯
覚
し
て

し
ま
う
の
で
す
が
、「
文
系
な
の
に
趣

味
が
理
系
」
な
だ
け
と
い
い
ま
す
。

　「
得
意
教
科
、
数
学
な
ん
で
す
が
、

理
科
が
苦
手
で
生
物
ダ
メ
、
化
学
も
ダ

メ
。
で
も
P
C
は
好
き
。
徳
島
大
学

な
ら
文
系
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き

る
と
聞
い
て
進
学
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
は

石
田
ゼ
ミ
で
、
A
I
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
や
っ
て
い
て
、
総
合
科
学
部
は

10
単
位
分
く
ら
い
理
工
学
部
の
授
業
を

受
け
て
も
い
い
の
で
、
6
単
位
分
ぐ
ら

い
受
け
ま
し
た
。
理
工
学
部
に
進
ま
な

く
て
も
恩
恵
は
受
け
て
い
ま
す
」。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好

き
で
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
研
究
部
に
も

所
属
。
魔
法
や
魔
女
と
い
っ
た
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
世
界
を
よ
く
描
い
て
、
描
き

bench to bedside

〞
を
念
頭
に
研
究

し
て
お
り
、
私
自
身
、
臨
床
栄
養
学
の

世
界
に
新
た
な
知
見
を
与
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
基
礎
的
な
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
研
究
が
、
例
え
ば
最
終

的
に
は
、
臨
床
現
場
で
の
新
し
い
食
事

摂
取
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
に

繋
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」。
　

　
研
究
を
通
し
て
足
立
さ
ん
が
特
に
興

味
を
も
っ
た
の
が
、
ス
ト
レ
ス
顆
粒
と

い
う
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
細
胞
内
に

形
成
さ
れ
る
構
造
体
。
こ
の
研
究
の
た

め
留
学
を
希
望
し
、
ス
ト
レ
ス
顆
粒
の

第
一
発
見
者
が
在
籍
す
る
ボ
ス
ト
ン
の

『Brigham and W
om

en

‘s H
ospital

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
医
学
部
）』
か
ら
受
け

溜
め
て
い
た
ら
本
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の

量
に
な
っ
た
の
だ
と
か
！
さ
ら
に
取
材

時
、
お
気
に
入
り

の
イ
ラ
ス
ト
が
ア

バ
タ
ー
に
な
っ
て

い
て
動
く
と
こ
ろ

や
、
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
の
動

き
も
見
せ
て
も
ら
い
、

卒
業
制
作
と
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の

完
成
を
さ
せ
た
い
と

い
う
話
も
現
実
味
を

お
び
て
い
ま
し
た
。

　
将
来
、
徳
島
か
ら

世
界
を
魅
了
す
る

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
生
ま
れ
る
日

が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

入
れ
許
可
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

「
受
け
入
れ
先
を
探
す
た
め
、
海
外
の

先
生
に
と
に
か
く
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。
全
然
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
一
番
興

味
を
も
っ
て
い
た
『Brigham

 and 

W
om
en

‘s H
ospital

』
の
先
生
か
ら

は
、メ
ー
ル
を
送
っ
た
数
分
後
に
は『
面

接
し
よ
う
』
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
、

O
K
が
出
ま
し
た
」。

　
海
外
留
学
を
決
め
た
の
は
、
学
部
生

の
頃
に
連
長
を
し
て
い
た
阿
波
お
ど
り

連 

栄
養
学
連
で
の
体
験
が
後
押
し
し

た
と
い
い
ま
す
。

「
一
番
多
い
日
だ
と
1
5
0
人
近
く

で
踊
っ
た
り
、
地
域
の
夏
祭
り
や
学
校

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
…
。

栄
養
学
連
は
現
役
生
に
加
え
、
O
B
、

O
G
も
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
一
緒
に

踊
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
の
先
輩
方
と

の
繋
が
り
は
、
今
回
の
留
学
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
で
す
。

全
国
・
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩

方
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
研
究
を

も
っ
と
頑
張
り
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
世
界
へ

踏
み
出
す
勇
気
と
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ

て
一
番
の
財
産
は
こ
う
し
た
繋
が
り
だ

と
思
い
ま
す
」。
次
は
自
分
が
後
輩
に

い
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

My Life Situation

部活 ： デジタルアート研究部
趣味 ： 絵を描くこと
アルバイト ： 学校内バイト
                   （プログラミングやWEBサイトの作成）

My Life Situation

趣味： 音楽

総合科学部 社会総合科学科 3年　
米澤 七星 （よねざわ ななせ）

大学院栄養生命科学教育部 人間栄養科学専攻 博士後期課程 2年　
足立 雄一郎 （あだち ゆういちろう）

文系なのに趣味が理系
オリジナルゲームを完成させたいと思っています

大学入って一番の財産は繋がり
後輩にいい影響を与えられるよう、留学して研究を続けたい

研究や課外活動、サークルやアルバイトなど、どのような
学生生活を送っているのか、今、がんばっていることや
たくさんの人に知って欲しい情報をお届けします。

My Campus Life

描き溜めた絵の一部。ゲームクリエイトプロジェク
トではひとつのゲームをみんなで作っています。米
澤さんのメインの担当は絵ということですが、あれ
これできるのでプログラミングや音楽など全体のア
ドバイスを行うことも。「最悪すべての仕事が回っ
てくる可能性もある」と苦笑い。

学部3年時に連長を務めた際の、お盆の阿波
踊り本番の集合写真。

研究室の集合写真（コロナ前）。

学部3年時に連長を務めた際の舞台踊り披露時。
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の
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
と
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
教
育
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
就
職
に
備
え
て
、
教
育

問
題
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
た
い
と
も

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
大
学
院

で
社
会
学
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
、
社

会
学
と
教
育
関
連
の
研
究
者
を
検
索
し
、

現
在
の
指
導
教
員
で
あ
る
矢
部
先
生
の

研
究
を
知
り
ま
し
た
。
徳
島
の
こ
と
を

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
道
の
り
は
長
い

で
す
が
、
大
学
院
で
の
学
び
や
研
究
を

通
し
て
、
社
会
に
お
け
る
問
題
を
発
見

し
解
決
に
導
く
能
力
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
日
本
語
を
勉
強
し
た
の
か
、
と

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
と
き
、

テ
レ
ビ
に
映
る
通
訳
者
の
姿
を
見
て
、

語
学
力
の
凄
さ
だ
け
で
な
く
見
識
も
高

く
て
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。
自

分
も
こ
ん
な
輝
い
て
み
え
る
通
訳
者
に

な
り
た
い
と
思
い
、
外
国
語
を
専
門
に

選
び
ま
し
た
。
漢
字
が
あ
る
日
本
語
に

親
し
み
を
感
じ
日
本
語
学
科
に
進
学
し
、

「
本
場
の
日
本
語
」
を
学
ぶ
た
め
に
日

本
へ
来
ま
し
た
。
日
本
に
い
て
、
日
本

語
で
の
不
自
由
さ
は
感
じ
ま
せ
ん
。
で

も
、
実
際
に
日
本
で
生
活
し
て
学
べ
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
人
っ

子
と
し
て
甘
や
か
さ
れ
て
育
っ
た
の
で

す
が
、
親
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
の
と

同
時
に
、
自
国
と
は
違
う
日
本
文
化
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
「
大

人
に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
帰
国
で
き
ず
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

に
な
る
と
き
、
日
本
で
会
っ
た
友
達
が

い
つ
も
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
で
の
生
活
は
楽
し
い
で
す
。
大

阪
や
神
戸
と
い
っ
た
都
会
か
ら
徳
島
に

戻
る
と
、
心
が
安
定
し
て
気
分
が
良
く

な
り
ま
す
。
人
が
多
く
疲
れ
を
感
じ
る

都
会
よ
り
も
、
自
然
に
囲
ま
れ
、
夜
に

は
星
が
き
れ
い
に
見
え
る
徳
島
の
ほ
う

が
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。
自
然
の
多
い

徳
島
は
、
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
将
来
を
考
え
る

と
、
本
当
に
自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
、

何
が
で
き
る
の
か
、
ま
だ
答
え
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
徳
島
で
の

時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
有
意
義
な

留
学
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
大
学
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科

の
陳
佳
貝
と
申
し
ま
す
。
私
が
徳
島
大

学
に
来
て
か
ら
も
う
一
年
半
経
ち
、
時

間
の
流
れ
を
早
く
感
じ
ま
す
。
大
学
院

へ
進
学
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
大

学
を
探
し
て
い
た
と
き
に
、
徳
島
大

学
を
知
り
ま
し
た
。
大
学
三
年
生
の
と

き
か
ら
特
別
な
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
た
の
で
、
母
国
で
あ
る
中
国

よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分

の
興
味
の
あ
る
研
究
を
し
た
い
と
思
い
、

徳
島
大
学
に
来
ま
し
た
。

　
社
会
に
存
在
す
る
問
題
に
対
し
て
関

心
を
持
ち
、
そ
の
問
題
解
決
の
た
め
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
考
え
方
や
分
析
を
す
る

こ
と
を
、
徳
島
大
学
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
将
来
、
役

立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、

友達と一緒に（筆者：左側）

指導教員の矢部先生と一緒に

大塚国際美術館で

徳島での生活
大学院創成科学研究科 地域創成専攻 修士課程 2年　　

陳 佳貝
（チン カカイ）［中国］

My Life in Tokushima

授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

　
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
し
て
み
て
感
じ
た

大
学
の
授
業
と
の
一
番
の
違
い
は
、
す

べ
て
の
や
り
取
り
が
英
語
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
・
宿
題
に

関
す
る
説
明
な
ど
、
更
に
は
、
内
容
が

分
か
ら
な
く
て
周
り
の
人
に
確
認
す
る

こ
と
ま
で
英
語
と
い
う
環
境
は
と
て
も

新
鮮
で
し
た
。

　
授
業
は
普
段
大
学
で
受
け
る
よ
う
な

座
学
を
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
、
単

語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
も
し
ま

し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

授
業
の
集
大
成
と
し
て
行
っ
た
自
国
の

伝
説
・
お
と
ぎ
話
の
発
表
で
す
。
4
人

の
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
ず
つ

自
国
の
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
、
そ
の
中

か
ら
一
つ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ク
ラ

ス
内
で
発
表
し
ま
し
た
。
私
が
紹
介
し

た
の
は
「
か
ち
か
ち
山
」
で
す
。
普
段

使
わ
な
い
単
語
が
多
く
、
説
明
が
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。
物
語
を
説
明
す

る
の
に
身
振
り
手
振
り
、
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
た
り
し
て
と
に
か
く
伝
え
る
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
説
明
中
に

相
手
か
ら
反
応
が
返
っ
て
き
て
、
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
っ
て
る
こ
と
が
実
感
で
き
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
お
手
本
の
よ
う
な
英
語
だ
け

し
か
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
補
う
た

め
に
大
学
側
か
ら
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ま
し
た
。
留
学
前
事
前
指
導
に
加

え
、徳
大
生
が
利
用
で
き
る「
ス
ー
パ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
」
を
通
し
て
平
日
は

毎
日
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
回
留
学
に
参
加
し
て
い
る
同
じ
ク
ラ

ス
に
振
り
分
け
ら
れ
た
徳
大
生
同
士
で

の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場

が
設
け
ら
れ
、
昼
間
に
も
英
語
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
語
を
学
ぶ
生
徒
と
の

交
流
会
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
貴
重
な
経
験
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
は
期
間
が
長
く
て

も
価
格
が
安
く
、
空
い
て
る
時
間
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

金
銭
的
に
も
無
理
な
く

留
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
海
外
に
い
き
な

り
行
く
の
は
少
し
怖
い

と
し
り
込
み
し
て
し
ま

う
よ
う
な
性
格
の
私
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る

も
の
で
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
留
学
を
練
習

に
、
実
際
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
本
番
！

と
い
う
気
持
ち
で
参
加

で
き
た
の
で
、
現
地
で

の
留
学
も
し
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
高
ま

り
ま
し
た
。

で
な
く
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
外

国
人
の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
人
が
話
す

巻
き
舌
調
の
英
語
は
と
て
も
格
好
よ

く
、
同
じ
英
語
を
喋
っ
て
る
の
に
出
身

に
よ
っ
て
全
く
違
う
の
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
は
留
学
す
る
こ
と

で
し
か
得
ら
れ
な
い
経
験
だ
と
思
い
ま

す
。

　
今
回
の
留
学
を
通
し
て
自
分
か
ら
発

言
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま

す
。
ど
れ
だ
け
自
分
の
発
音
が
拙
く
と

も
誰
も
笑
わ
な
い
し
、
自
分
が
必
死
に

な
っ
て
説
明
し
て
い
れ
ば
周
囲
の
人
も

理
解
し
よ
う
と
必
死
に
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
留
学
期
間
中
は
普
段
聴
く
音
楽
を

全
部
洋
楽
に
し
て
み
た
り
、
英
語
で
の

ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
読
ん
で
み
た
り
し
て

い
た
の
で
す
が
、
留
学
が
終
わ
っ
た
今

で
も
洋
楽
を
聴
い
た
り
、
英
語
ニ
ュ
ー

ス
に
目
を
通
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
留
学
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
英
語
そ

の
も
の
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
と
て
も

下
が
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
習
慣
が

残
り
ま
し
た
。

大
学
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

　
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
で
の
最
大
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
実
際
の
留
学
と
異
な

り
、
英
語
に
触
れ
る
時
間
が
そ
の
時
間

薬学部 薬学科 3年

渡邊 佳奈 （わたなべ かな）

留学先 ： 南イリノイ大学・アメリカ合衆国

Southern Illinois Universityに
オンライン留学して

オンライン交流会の様子
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卒
業［
修
了
］生
の

就
職
活
動
記

E
S
を
書
け
る
か
で
あ
っ
て
、
大
学

名
な
ど
関
係
な
か
っ
た
の
で
す
。

興
味
を
引
く
E
S
と
は
？

　
就
職
活
動
、
こ
と
選
考
に
お
い
て
最

も
大
事
な
の
は
相
手
の
興
味
を
ど
れ
だ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
ま
ず
大
事
な
の

が
、
自
分
が
「
自
分
の
内
面
に
つ
い
て

深
く
理
解
し
て
い
る
」
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
中
途
半
端
だ
と
あ
な
た
と
面
接
官

の
認
識
に
大
き
な
乖
離
が
生
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
自
分
の
本
質
を
理
解
す
る

こ
と
で
よ
う
や
く
、「
自
分
は
何
が
し

た
い
の
か
」、「
自
分
を
必
要
と
し
て
い

る
会
社
は
ど
こ
か
」
が
分
か
っ
て
き
ま

す
。
つ
ま
り
自
己
分
析
さ
え
十
分
に
出

来
て
さ
え
い
れ
ば
、
書
類
選
考
な
ど
落

ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
あ
な
た

に
合
っ
た
就
職
先
に
入
れ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
人
よ
り
い
い
企
業
入
り
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
分
析
だ
け
で
は

な
く
、
こ
こ
に
プ
ラ
ス
で
人
と
は
違
う

経
験
、
留
学
や
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
な
ど

あ
れ
ば
就
活
は
無
敵
で
す
。

私
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

　
私
は
、
修
士
1
年
の
6
月
か
ら
と
に

か
く
イ
ン
タ
ー
ン
に
沢
山
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
E
S
は
推
敲
さ
れ
、
価

値
観
も
広
が
り
ま
し
た
。
3
月
に
な
り

就
活
解
禁
さ
れ
て
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
で
、

何
社
か
内
定
を
貰
い
就
活
を
終
え
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
大
手
に
内
定
を
貰
っ
た

こ
と
や
、
倍
率
3
5
0
倍
を
通
過
し

た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
就
活
で
「
自
分
に
つ
い
て
深
く

理
解
で
き
た
」
こ
と
で
、
最
後
に
自
分

に
「
最
善
な
会
社
」
を
選
べ
た
こ
と
が

幸
運
で
し
た
。
ま
た
自
分
が
今
後
ほ
と

ん
ど
関
わ
ら
な
い
会
社
の
内
部
や
人
物

を
知
れ
た
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
皆
さ
ん
に
は
是
非
「
興
味
を
惹
か
れ

る
人
」
に
な
っ
て
貰
い
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
人
と
は
違
う
経
験
や
価

値
観
を
身
に
付
け
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
大
学
生
の
う
ち
は
食
わ
ず
嫌
い
せ

ず
色
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
成
功
や
失

敗
の
話
を
面
接
官
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
で
も
も
し
将
来
が
不
安
で
何
を
す

れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
に
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
必
ず
力
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
就
職
活
動
が
上
手
く
行

く
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
3
月
に
徳
島
大
学
大
学
院

先
端
技
術
科
学
教
育
部
物
質
生
命
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
を
修
了
し
ま
し
た
芝
本

周
平
と
申
し
ま
す
。
現
在
私
は
日
亜
化

学
工
業
株
式
会
社
で
技
術
開
発
職
に
就

い
て
お
り
ま
す
。

徳
大
だ
と
就
職
活
動
は
厳
し
い
??

　
徳
島
大
学
に
入
っ
た
も
の
の
将
来

（
就
職
）
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

「
学
歴
フ
ィ
ル
タ
ー
と
か
あ
る
っ
て
聞

く
し
、
ま
と
も
に
就
職
活
動
な
ん
て
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
そ
う
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
結
論
か
ら
話
し
ま

す
と
、
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
ず
初
め
に
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
（
E
S
）
を
出
す
の
で
す
が
、

そ
の
書
類
選
考
の
通
過
率
は
50
％
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
こ
こ
で
大

学
や
自
己
P
R
を
見
ら
れ
ほ
と
ん
ど

の
人
が
落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

は
大
手
企
業
や
外
資
系
等
数
多
く
出
し

ま
し
た
が
、
書
類
選
考
に
は
一
度
も
落

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
気
付
い
た

の
は
、
い
か
に
面
接
官
の
興
味
を
引
く

け
引
け
る
か
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で

有
名
大
学
出
身
な
ら
そ
の
分
興
味
が
引

け
る
で
し
ょ
う
が
、
大
学
名
だ
け
見
て

採
用
す
る
よ
う
な
面
接
官
は
い
ま
せ

ん
。
会
社
で
何
十
年
と
一
緒
に
働
く
仲

間
を
見
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、

も
っ
と
あ
な
た
の
内
面
を
見
よ
う
と
し

と
も
必
要
だ
と
思
い
、
ち
ょ
う
ど
良
い

機
会
だ
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
転
職
を

決
め
ま
し
た
。
現
在
、
苦
労
す
る
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
管
理
栄
養
士
と
し
て

の
新
し
い
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
が
生
き
て
く
る

　
就
職
し
て
か
ら
頻
繁
に
感
じ
る
の
は
、

大
学
卒
業
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
が
繋
が

り
、
現
場
の
状
況
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
、

よ
う
や
く
生
き
た
知
識
に
な
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
教
科
書
的
な
知
識

何
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
覚
え
て
お
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
表
面
的
に
う
ま

く
や
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
面
接
時
の
発
言
一
つ
一
つ
か
ら
物

事
を
深
く
多
角
的
に
考
え
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
相
手
に
透
け
て
見
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
が
そ
の
企
業
で
ど

う
活
躍
で
き
る
の
か
を
は
っ
き
り
す
べ

き
で
す
。
も
し
、
面
接
の
ハ
ウ
ツ
ー
本

を
読
み
漁
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
時

は
、
今
一
度
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か

を
固
め
て
、
自
分
は
ど
う
い
う
武
器
と

し
て
そ
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
の
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
日
々
己
を
磨
い
て
最

強
の
武
器
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
卒
業
し
た
今
も
勉
強
の
毎
日
で
す
。

常
に
頭
を
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
過

去
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
ま
ず
、
今
や
っ
て
る
こ

と
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
侮
ら
ず
に
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
友
達
が
無

駄
だ
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
皆
が
舐
め

て
い
る
か
ら
。
そ
ん
な
こ
と
は
無
視
し

て
自
分
の
頭
で
考
え
な
が
ら
正
直
に

や
っ
て
み
る
べ
き
で
す
。

　
そ
し
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
胸

に
、
そ
し
て
強
み
を
ひ
た
向
き
に
磨
い

て
打
っ
て
鍛
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の

強
み
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
就
活
に

臨
む
こ
と
が
就
活
成
功
の
第
一
歩
で
あ

り
、
最
短
ル
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
3
月
に
徳
島
大
学
医
学
部

医
科
栄
養
学
科
を
卒
業
し
た
橘
勇
佑
と

申
し
ま
す
。
私
は
現
在
、
保
育
園
で
の

就
職
を
経
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

清
住
園
に
て
栄
養
管
理
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

最
初
の
就
職
活
動

　
僕
は
学
部
4
年
生
の
時
に
保
育
園
の

就
職
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
主
に
食
育

に
重
点
を
置
い
て
い
る
保
育
園
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
幼
少
期
の
食
環
境
が
成

人
し
て
か
ら
の
食
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
ひ
い
て
は
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
一

因
に
な
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
思
い
と
合
致
し
た
施

設
を
見
つ
け
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
内

定
を
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま
就
職
に
至

り
ま
し
た
。

そ
し
て
転
職

　
就
職
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事
の

勧
誘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
介
護
施

設
で
の
業
務
で
あ
り
、
僕
が
当
初
や
り

た
か
っ
た
こ
と
と
は
真
逆
の
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
理
想
へ
近
づ
く

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
む
こ

も
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
現
場
に
適
応

し
て
、
何
を
最
優
先
に
選
択
し
て
い
く

の
か
を
総
合
的
に
考
え
て
い
け
ば
徐
々

に
生
き
た
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

　
先
生
の
ち
ょ
っ
と
し
た
小
話
で
さ
え

も
、
一
つ
の
手
札
と
し
て
活
用
で
き
る

こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
で
す
。
今
は
退
屈

に
感
じ
て
も
、
そ
れ
が
無
駄
だ
と
決
め

つ
け
る
の
は
早
計
だ
と
思
い
ま
す
。

就
活
を
振
り
返
っ
て

　
就
活
す
る
に
あ
た
っ
て
、
意
味
を
考

え
ず
に
た
だ
漫
然
と
こ
な
す
だ
け
で
は

就
活
は

楽
し
ん
だ
も
ん

勝
ち
！

自分の強みに
自信と
誇りを持って

橘 勇佑 （たちばな ゆうすけ）

2021年3月卒業
医学部医科栄養学科
勤務先 ： 特別養護老人ホーム清住園

芝
本 

周
平 
（
し
ば
も
と 

し
ゅ
う
へ
い
）

2
0
2
1
年
3
月
修
了

大
学
院
先
端
技
術
科
学
教
育
部

物
質
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

勤
務
先
:
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社

厨房事務所にて利用者管理を
しているところ
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 喪失体験からの回復は

 「捨てる神あれば
拾う神あり」

デ
ジ
タ
ル
歯
科
と
の
出
会
い

私
は
米
国
の
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の

矯
正
歯
科
学
講
座
に
ポ
ス
ド
ク
と
し
て

海
外
留
学
し
て
い
た
際
、「
口
腔
内
印

象
材
（
口
の
中
の
型
を
取
る
粘
土
の
よ
う

な
材
料
）
を
用
い
た
こ
と
が
な
い
」
と

い
う
歯
学
部
学
生
の
話
に
驚
い
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
留
学
先
の
諸
先
生
方
の

ご
厚
意
も
あ
っ
て
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
歯

科
用
機
器
を
自
由
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
ほ

ぼ
独
学
で
す
が
、
帰
国
前
に
は
多
く
の

機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
原
理
を
理

解
し
つ
つ
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
歯
科
で
で
き
る
こ
と

私
は
歯
学
部
生
の
こ
ろ
歯
科
の
模
型

を
見
る
た
び
に
、『
患
者
さ
ん
の
口
の

中
を
再
現
し
た
こ
の
模
型
の
歯
根
（
歯

の
根
っ
こ
部
分
）
が
き
れ
い
に
見
え
た

ら
良
い
治
療
が
で
き
る
の
に
な
ぁ
』
と

ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
実
は
、
こ

の
願
い
は
今
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
は
そ

う
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
、
歯
科
医
院
で
は
撮
影
し
た
画

像
を
患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
か
ら
治
療

を
行
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
は
一
度
聞

い
た
だ
け
で
は
な
か
な
か
そ
の
画
像
の

意
味
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
そ
の
画

像
デ
ー
タ
を
3
次
元
模
型
に
す
る
と

（
図
）、
患
者
さ
ん
は
説
明
を
よ
く
理
解

し
、
か
つ
歯
科
医
側
も
実
態
を
把
握
で

き
、質
の
高
い
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
は
安
全
性
に
も
大
き

く
貢
献
し
ま
す
。
私
は
普
段
、
赤
ち
ゃ

ん
の
口
の
型
取
り
を
行
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
現
在
は
印
象
材
を
用
い
な

い
こ
と
で
窒
息
の
危
険
性
の
な
い
安
全

な
型
取
り
を
行
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

印
象
材
を
使
っ
た
型
取
り
が
で
き
ず
に

歯
科
治
療
を
敬
遠
し
て
い
た
成
人
の
患

者
さ
ん
も
、
楽
に
型
取
り
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ

日
本
社
会
は
様
々
な
面
で
デ
ジ
タ
ル

化
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
歯
科
界

も
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は

諸
外
国
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
い
ま

す
。
原
因
は
さ
て
お
き
、
現
実
問
題
と

し
て
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
３
D
プ
リ

ン
タ
ー
、
切
削
機
器
な
ど
の
高
性
能
な

デ
ジ
タ
ル
機
器
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
面

の
多
く
が
海
外
製
で
あ
り
、
国
産
は
後

塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。
最
近
や
っ
と
そ

の
ハ
ー
ド
面
に
関
し
て
は
、
国
内
製
品

の
製
造
に
着
手
さ
れ
て
き
て
い
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
デ
ジ

タ
ル
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
要
な
の

は
、
そ
の
ハ
ー
ド
を
扱
う
人
が
、
ど
の

よ
う
な
目
的
と
方
法
で
用
い
る
か
、
ど

の
よ
う
に
ハ
ー
ド
の
機
能
を
生
か
す
か

と
い
う
ソ
フ
ト
面
に
あ
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
そ
の
部
分
に
ま
で
目
を
向
け

て
い
る
歯
科
医
師
や
企
業
は
未
だ
少
な

く
、
ハ
ー
ド
面
は
最
新
の
医
療
機
器
を

そ
ろ
え
ら
れ
て
も
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

使
う
だ
け
」、「
ど
う
利
用
す
れ
ば
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
が
ま
だ
ま

だ
多
い
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
す
る
た
め
に

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
を
う

ま
く
扱
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

理
解
と
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ

タ
ル
は
基
本
的
に
『
過
程
を
無
視
し
て

結
果
の
み
を
提
示
』
し
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
一
番
の
問
題
で
、
こ
の
結
果
を
う

ま
く
用
い
る
に
は
十
分
な
ア
ナ
ロ
グ
の

理
解
、
つ
ま
り
一
つ
一
つ
の
工
程
の

意
味
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
歯
科
は
こ
れ
か
ら
歯

科
医
師
と
な
っ
て
い
く
皆
さ
ん
に
は
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
の
診
療

に
と
て
も
有
利
に
働
く
こ
と
も
確
か
で

す
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
に
振
り
回
さ

れ
ず
に
デ
ジ
タ
ル
を
扱
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
今

は
大
学
で
し
か
学
べ
な
い
基
本
的
な
考

え
方
や
方
法
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
を
う
ま

く
駆
使
し
な
が
ら
最
高
の
治
療
を
提
供

で
き
る
歯
科
医
師
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。

け
り
現
実
を
認
め
ら
れ
な
い
。
空
想
と

現
実
の
区
別
が
つ
か
な
い
状
態
。

③ 

抑
う
つ
の
段
階

　
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
関
心
を

失
い
、
自
分
は
価
値
の
な
い
人
間
だ
と

思
っ
て
し
ま
う
。
適
応
能
力
が
落
ち
て

し
ま
い
、
外
出
せ
ず
、
引
き
こ
も
り
の

よ
う
な
状
態
。

④ 

立
ち
直
り
の
段
階

　
徐
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
回
復
し
、
新

し
い
希
望
が
見
え
て
く
る
。
周
囲
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
。
失
っ
た
と
い
う
現
実
を
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
状
態
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
段
階
を
一
直

線
に
進
む
の
で
は
な
く
、
行
き
つ
戻
り

つ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
心
理
的
健
康
の

回
復
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　
こ
の
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
を
十
分

に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
気

持
ち
も
否
定
せ
ず
に
大
切
に
す
る
こ
と

を
許
す
環
境
を
得
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
例
え
ば
、
気
心
の
知
れ
た
家
族
や

恋
人
、
友
人
な
ど
に
打
ち
明
け
て
じ
っ

く
り
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
は
そ
う
し
た

環
境
の
１
つ
で
す
。
ま
わ
り
の
人
は
、

「
も
う
忘
れ
て
し
ま
い
な
さ
い
」
と
気

持
ち
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人

が
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
で
き
る
よ

う
に
支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
を
や
り
遂
げ

る
と
、
新
し
い
世
界
に
出
会
っ
た
り
考

え
方
が
深
ま
っ
た
り
と
、
失
う
前
に
は

な
か
っ
た
生
き
る
力
を
得
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
大
切
な
人
・
モ
ノ
・
環

境
を
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
失
っ
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
も
の
が
思
い
の
ほ
か
多
く

存
在
し
ま
す
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
向
き
合
っ
て
い
る
私
た
ち
も
、

こ
の
先
、
乗
り
越
え
た
先
で
は
多
く
の

こ
と
を
得
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
日
常
を

失
う
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
切
に
し
て
い
た
人
・
モ
ノ
・

環
境
を
失
う
と
い
う
大
き
な
喪
失
を

体
験
す
る
と
、
私
た
ち
は
、
前
に
進

む
た
め
に
「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ワ
ー
ク

（m
ourning w

ork

、
日
本
語
訳
で
は

「
喪
の
作
業
」
）
」
と
い
う
も
の
を
行

い
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
独
特
の
心
理

状
態
の
変
化
を
経
験
し
ま
す
。

　
〝
大
切
な
人
〞
と
は
、
親
や
恋
人
だ

け
で
な
く
、
友
人
や
ペ
ッ
ト
な
ど
、
自

分
自
身
と
深
い
情
緒
的
な
関
わ
り
が
あ

る
対
象
を
指
し
ま
す
。
〝
大
切
な
モ

ノ
〞
と
は
，
身
体
の
一
部
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
能
力
な
ど
と
て
も
大
切
に

し
て
い
た
モ
ノ
を
指
し
ま
す
。
〝
大
切

な
環
境
〞
と
は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
や

気
候
な
ど
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当

た
り
前
で
あ
っ
た
日
常
も
〝
大
切
な
環

境
〞
の
1
つ
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
っ
て
私
た
ち
が
失
っ
た
も
の
は
、

と
て
も
大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
た
ち
に
は
、
喪
失
が
ど
ん
な

に
大
き
く
て
も
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え

る
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
臨
床
死
生
学
が
専
門
の
精
神
科
医
で

あ
る
平
山
正
実
氏
は
、
悲
し
み
と
向
き

合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
・

ワ
ー
ク
を
次
の
4
段
階
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

① 

シ
ョッ
ク
の
段
階

　
何
も
感
じ
な
い
、
感
情
が
湧
か
な

い
、
地
に
足
が
つ
か
な
い
感
覚
。
何
に

も
集
中
で
き
な
い
。
食
べ
る
、
着
替
え

る
な
ど
、
日
常
生
活
の
簡
単
な
こ
と
さ

え
も
で
き
な
い
状
態
。

② 

怒
り
の
段
階

　
深
い
悲
し
み
と
と
も
に
、
周
囲
の
人

や
自
分
を
責
め
る
気
持
ち
が
同
時
に
起

こ
る
。
失
っ
た
対
象
と
の
思
い
出
に
ふ

キャンパスライフ健康支援センター 
総合相談部門副部門長

井ノ崎 敦子 （いのさき あつこ）

左図のように3次元であっても画面上ではなかなか顎の中にある歯根の状態を把握しにくい。
右図のような歯根の見える模型上では状態を確実に把握できる。

医
療
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
に
乗
る
に
は家族と見に行った大谷翔平選手の試合

（筆者は右）

渡邉 佳一郎  （わたなべ  けいいちろう）
徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯学域 助教

2011年度 口腔科学教育部
                口腔顎顔面矯正学専攻修了
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部  活
■火曜日18:30～20:30　蔵本体育館
  金曜日19:30～21:00　蔵本パティオ3階
■入部方法 ： 練習見学、ツイッターにDM
　 Twitter: @kuramotokarate / Instagram:tokudai_karatedou

部  活
■水曜日18：00～（ラジオ番組のネタ決め会議）、
  土曜日11：00～（番組収録）
入部方法
Twitterの徳大×放送研究会MEGAPHEPS 
新歓用2021かインスタにDMを。
Twitter：@megapheps_2nd / Instagram: megapheps

部  活
■月曜日 18：00～21：00　
■ 場所 ： 蔵本会館2階 和室
入部方法
■ 練習見学（事前連絡なしでもOK）
  Twitter：＠tokudai_sado
  Instagram: tokudai_sado

主将アピール
蔵本空手道部に入れば極真会館の道場どこでも
練習に行けるので小中高校生、社会人の方との
交流もできます。また、当空手部は部員が少ないの
で、部員一人一人がやりたい練習を確実に実現
できます。（やってみたかった技、練習メニューなど）
当空手部は入部してくれた一人一人の意見を聞
いて一緒に空手部をつくっていきたいと思っていま
す。強くなりたい人、格闘技に興味がある人、痩せ
たい人、どんな理由の方も大歓迎です！

代表アピール
自分たちで企画を考え、収録した番組を地元FM
局で放送しています。“ラジオに出る”という経験は、
フツーに大学生活を送る中では珍しいことと思い
ますが、技術などに関係なく、入部すれば誰でも出
演できるのが、この会のいいところです。ラジオに
出てみたいという人は気軽にDMください。

部長アピール
毎回いろんなお菓子を用意して、先生に教えてもらいながらお茶のお稽古
をしています。バイトはもちろん、他の部活やサークルと掛け持ちしている人
も多いです。女子部員、男子部員ともに和気あいあいと楽しく活動してい
ます。初心者がほとんどなので、ぜひ気軽に見学に来てください！

部長
村川 和奏奈（むらかわ わかな）

薬学部 薬学科 3年

主将
中木 海舟（なかき かいしゅう）

医学部 保健学科 2年

代表
島原 一翠（しまはら ひすい）

理工学部 理工学科 3年

蔵本
空手道部

放送研究会
MEGAPHEPS

蔵本
茶道部

サークル紹介 ［取材］

た
。
今
回
で
安
全
性
や
強
度
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
設
計
は
大
き

く
変
え
ず
、
徳
島
大
学
の
機
体
は
安
全

で
し
っ
か
り
飛
ぶ
と
い
う
印
象
が
定
着

す
る
よ
う
、
ま
ず
は
連
続
出
場
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

『
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
』
は
優
れ
た
機

体
だ
け
が
出
場
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
話
題
性
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
も
出
場
の
ポ
イ
ン
ト
。「
初
出
場
よ

り
も
2
回
目
の
方
が
難
し
い
の
で
、
引

退
し
て
も
で
き
る
だ
け
後
輩
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
八
木
橋
さ
ん
。

徳
大
が
常
連
校
と
な
る
よ
う
、
ぜ
ひ

応
援
く
だ
さ
い
。

徳
島
大
学 

鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

9
月
2
日
読
売
テ
レ
ビ
系
列
で
放

送
さ
れ
た
『
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
1
』。
み
な
さ
ん
、
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
か
？
「
徳
島
大
学
　
鳥
人

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
19
人

の
熱
い
思
い
と
共
に
、
阿
波
和
紙
を
藍

で
染
め
た
市
松
模
様
の
機
体
が
、
琵
琶

湖
を
滑
空
し
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
理
工
学
部
4
年
の
八

木
橋
依
吹
さ
ん
。
大
学
で
出
会
っ
た
横

濱
こ
こ
ろ
さ
ん
と
共
に
『
鳥
人
間
コ
ン

テ
ス
ト
』
出
場
を
目
指
し
、
鳥
人
間
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本

来
な
ら
昨
年
出
場
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
中
止
に
。
愕
然
と

な
り
、
引
退
も
考
え
た
そ
う
で
す
が
、

諦
め
き
れ
ず
、
メ
ン
バ
ー
に
思
い
を
打

ち
明
け
る
と
、「
代
表
と
し
て
パ
イ
ロ
ッ

ト
を
つ
と
め
て
欲
し
い
」
と
決
断
を
後

押
し
し
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。

思
い
を
新
た
に
出
場
に
向
け
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
行
い
、
藍
染

め
工
房
ル
ア
フ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

地
元
の
応
援
も
あ
っ
て
念
願
の
出
場
を

遂
げ
る
と
、
S
N
S
の
い
い
ね
！ 

が

増
え
た
り
、
小
学
校
の
同
級
生
か
ら
お

祝
い
の
連
絡
が
来
た
り
、
多
く
の
人
か

ら
祝
福
を
受
け
た
の
だ
と
か
。

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
飛
行
機
に

乗
っ
て
飛
べ
た
こ
と
は
、
嬉
し
さ
と
感

動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
八
木
橋
さ
ん
。

実
機
で
体
感
し
た
揚
力
は
、
格
別
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

飛
距
離
は
66
．67
ｍ
。入
賞
は
逃
し
ま

し
た
が
『TH

E FRESH BIRD
M

AN

賞
』
と
、副
賞
と
し
て『
彦
根
市
長
賞
』

を
受
賞
。
女
子
大
生
2
人
が
ゼ
ロ
か
ら

立
ち
上
げ
、
徳
島
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
機
体
で
、
多
く
の
人
の
心
に
残
る

フ
ラ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

「
他
の
チ
ー
ム
の
機
体
も
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

徳島の
魅力あふれる機体で
飛んだ！『鳥人間コンテスト2021』出場レポート

パイロットの八木橋さん。立ち上げメンバーの横濱こころ
さん（写真右）

コンテストは7月31日、8月1日に開催され、「滑空部門」に出場。令和３年度前期は新型コロナ感染状況
に波があり、学生の活動が制限されることもありましたが、限られた期間の中で活動し、成果を残しました。
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徳
島
大
学
は
本
学
を
支
え
て
く
だ

さ
る
国
民
の
皆
様
方
に
透
明
性
の
あ

る
財
務
情
報
を
提
供
し
、
大
学
の
財

政
状
態
及
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
責
務
の
一

つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
財
務
レ
ポ
ー
ト
は
、
徳
島
大

学
の
現
在
の
財
務
状
況
を
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、

令
和
2
事
業
年
度
財
務
諸
表
を
も
と

に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
4
月
、
徳
島
大
学
は
他

の
国
立
大
学
と
同
様
に
法
人
化
し
、

国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
の

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
令
和
2

事
業
年
度
で
法
人
化
後
17
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
令
和
2
事
業
年
度
の
財
務
状
況
で

す
が
、
経
常
費
用
（
一
年
間
大
学
を

運
営
す
る
た
め
の
費
用
）
に
つ
い
て

は
、
教
育
・
研
究
経
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
令
和
元
事
業
年
度
と
比
較

し
て
3
．1
億
円
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
経
常
収
益
（
大
学
の
運
営
に
伴

う
収
益
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等

収
益
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
令
和
元

事
業
年
度
と
比
較
し
て
12
．2
億
円

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
令
和
2
事
業
年
度
に
あ
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
遠
隔
授
業
体
制
の

整
備
な
ど
感
染
症
対
策
に
関
す
る
教

育
・
研
究
経
費
が
増
加
す
る
と
も
に
、

大
学
病
院
の
患
者
数
の
減
少
な
ど
大

学
運
営
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
生
じ

ま
し
た
が
、
自
己
収
入
の
確
保
、
予

算
の
効
率
的
執
行
に
努
め
、
国
や
地

方
自
治
体
等
の
各
種
補
助
金
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
財
務
状

況
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
な

く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
運
営
に
係
る
財
政
基
盤

の
大
部
分
を
占
め
る
国
か
ら
の
運
営

費
交
付
金
は
、
法
人
化
翌
年
の
平
成

17
年
度
か
ら
毎
年
約
1
億
円
ず
つ
減

額
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
大
学
改
革
等
に
お

け
る
予
算
の
獲
得
及
び
自
己
収
入
の

増
加
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

安
定
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
更
な
る
経
費
の
節
減
を
図
る

と
と
も
に
、
積
極
的
な
外
部
資
金
の

獲
得
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 国立大学法人 徳島大学

財務
レポート
コロナ禍の影響を踏まえて

貸借対照表の概要 貸借対照表は、決算日（令和3年3月31日）における徳島大学の全ての資産、負債及び純資産を記
載することによりその財政状態を明らかにすることを目的としています。

資産の部
土地
建物
建物附属設備
構築物
工具器具及び備品等
図書
投資有価証券
有価証券
現金及び預金
未収附属病院収入
その他

資産の部合計

負債の部
資産見返負債
借入金
未払金
運営費交付金債務
寄附金債務 
その他
　負債の部合計

純資産の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
　純資産の部合計

負債及び純資産合計

446.1
236.9
73.7
19.6
73.3
26.9
39.4
5.0

116.7
52.4
18.8

1,108.7

446.1
241.0
79.0
20.5
72.0
26.8
28.4
40.0
87.2
49.8
14.9

1,105.7

102.4
175.1
79.5
2.6

73.8
20.0

453.4

100.1
190.9
79.0
5.1

72.9
18.4

466.3

467.3
69.9

118.2
655.3

1,108.7

467.3
69.0

103.2
639.3

1,105.7

0.0
4.1
5.3
0.9
1.3
0.1

11.0
35.0
29.5
2.7
3.8

3.0

2.4
15.8
0.5
2.5
0.9
1.6

13.0

0.0
0.9

15.0
16.0

3.0

2年度元年度 2年度元年度

2年度元年度

増減 増減

増減

（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。 

【資産の概要】
・建物、建物附属設備の減は、総合研究棟（歯学系）改修工事等を実施しましたが、減価償却  

 費がこれを上回ったことによるものです。
・工具器具及び備品等の増は、病院医療設備及び教育研究設備の整備によるものです。

【負債の概要】
・資産見返負債の増は、教育・研究用設備等の購入によるものです。
・借入金の減は、病院の設備に係る借入金の返済を行ったことによるものです。

資産構成 （令和2年度）

資産合計
1,108.7億円

土地
40%

建物
21%

現金及び
預金 11%

建物附属
設備
7%

構築物
2%

工具器具及び
備品等 7%

図書 2%

投資有価
証券 4%

有価証券 
1%

その他 2%

運営費交付金
債務 1%

未収附属病院収入
5%

負債構成 （令和2年度）

負債合計
453.4億円

資産見返
負債 23%

大学改革支援・
学位授与機構
債務負担金
7%

未払金 17%

寄附金債務
16%

その他 4%

長期借入金
32%

借入金 39%

損益計算書の概要

経常費用
業務費
　教育経費
　研究経費
　診療経費
　教育研究支援経費
　受託研究等経費
　人件費
一般管理費
財務費用
　経常費用合計

経常収益
運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益
受託研究等収益
施設費収益
補助金等収益
寄附金収益
資産見返負債戻入
雑益
　経常収益合計

臨時損失
臨時損失

臨時利益
　保険金収入等

目的積立金取崩
　積立金取崩額

当期総利益
　当期総利益

463.1
19.4
30.9

172.3
2.7

19.2
218.6
12.2
1.0

476.4

458.5
17.8
26.9

173.6
2.3

16.9
220.9
13.3
1.4

473.3

119.6
41.3

257.0
19.2
2.5

20.6
14.5
11.0
6.9

492.5

123.9
41.9

256.7
16.7
1.7
7.8

14.3
11.2
6.0

480.3

0.90.2 0.70.0

0.50.116.46.9

4.7
1.6
4.0
1.3
0.3
2.3
2.3
1.1
0.4
3.1

4.2
0.6
0.3
2.5
0.8

12.7
0.2
0.2
0.8

12.2

0.7 0.7

0.49.5

2年度元年度 2年度元年度

2年度元年度 2年度元年度

2年度元年度2年度元年度

増減 増減

増減 増減

増減増減

（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。

【経常費用の概要】
・教育経費、研究経費の増は、消耗品費、備品費等の増加によるものです。
・診療経費の減は、医薬品費及び診療材料費等の減少によるものです。

【経常収益の概要】
・学生納付金収益の減は、在籍者の減少及び入学料免除申請者の増加等によるものです。
・受託研究等収益の増は、日本医療研究開発機構、科学技術振興機構からの受入額の増 

 加によるものです。
・補助金等収益の増は、新型コロナウイルス感染症に関連した補助金の受入額の増加に    

 よるものです。

損益計算書は、事業年度内に徳島大学が実施した事業等により発生した全ての費用と収益を記載
することによりその運営状況を明らかにしています。

経常費用構成 （令和2年度）

経常費用合計
476.4億円

受託研究等経費 3%

教育、研究、
支援経費
10%

診療経費
36%病院

人件費
22%

病院以外
人件費
24%人件費

46%

財務費用 0.2%

一般管理費
2.8%

経常収益構成 （令和2年度）

経常収益合計
492.5億円

運営費
交付金収益
24%

その他
8%

附属病院収益
52%

受託研究等
収益 4%

寄附金収益 3%

学生納付金
収益 8%
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令
和
2
事
業
年
度
は
第
3
期
中
期

目
標
・
中
期
計
画
（
平
成
28
事
業
年

度
〜
令
和
3
事
業
年
度
）
の
5
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。
本
事
業
年
度
の
徳
島

大
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
財
務
状
況
の
悪
化
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
種
補
助
金

の
活
用
、
自
己
収
入
の
確
保
、
予
算

の
効
率
的
執
行
に
努
め
た
結
果
、
経

常
収
益
が
12
．2
億
円
増
加
し
、
そ

れ
に
伴
い
当
期
総
利
益
が
9
．
5
億

円
増
加
す
る
等
、
当
初
想
定
し
て
い

た
財
務
状
況
の
悪
化
に
至
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤

を
支
え
る
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
毎
年
減
額
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
本
学
を
取
り
巻
く

環
境
は一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
安
定
し

た
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
更
な
る

経
費
の
節
減
、
自
己
収
入
の
増
加
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
研
究
資
金
の
確
保
及
び
競
争
的
資

金
の
獲
得
に
努
め
る
と
と
も
に
「
知

を
創
り
、
地
域
に
生
き
、
世
界
に
は

ば
た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
及
び
診
療
の
各
分

野
に
わ
た
り
、
そ
の
充
実
と
不
断
の

見
直
し
・
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】

令和2事業年度における教育・研究活動等の取組

新型コロナウイルス
感染症に関する取組

取組の紹介

　昆虫は新しいタンパク質資源として注目されています。モデル昆虫であ
るコオロギを用いて、発生を調節する遺伝子の働きや栄養機能性に関す
る研究を行います。成果を食用昆虫の生産性や機能性の向上に応用し
ます。また、将来的なゲノム編集による育種を見据えて、発生や機能性な
どを制御するための技術開発を進めます。これらと並行して、食品残渣など
を利用した飼料開発や、昆虫養殖の自動化などの研究を通じて、循環型
タンパク質生産体制の確立と産業化を進めます。

生活困窮学生への
緊急生活支援金支給

講義自動収録システムの整備

感染症に関する
教育用器機の整備

新型コロナウイルス感染症
関連補助金

新型コロナウイルス感染症の影響により生活に困窮している学生（約3,000人）
に向けて、クラウドファンディング・寄附金を原資として、本学独自の学生支援制度
を新設しました。

対面授業が困難となる状況に対応するとともに、学生が講義にアクセスしやすい
環境を構築するため、講義自動収録システムを整備しました。

感染症に対応する高度な医療人材の養成が求められることから、専門的な教育・
実習の実施に必要となる人工呼吸器等の教育用器機を整備しました。

国や地方公共団体等から新型コロナウイルス感染症関連の各種補助金（14件）
の交付を受け、新型コロナウイルス感染症の対策や研究等に活用しました。

新型コロナウイルス感染症は、教育・研究
経費の増加、診療経費の減少、補助金収
益の増加など財務上様々な影響をもたらし
ました。特に新型コロナウイルス感染症に
関連した令和2事業年度の主な取組として
は次の事項が挙げられます。

財務情報の詳細はホームページで公開しています。

h�ps://www.tokushima-u.ac.jp/about/
�nancial/�nancial/

徳島大学基金 ～ご寄附のお願い～ 
詳しくはホームページをご覧下さい。

h�ps://www.tokushima-u.ac.jp/contribution/

　生物資源産業学部の農場で生産された「徳大ハム」が石井町ふるさと
納税返礼品として選定されました。
～特 徴～
・農場の食肉加工研究室で、飼育した豚のロース肉を2週間かけて熟成し 

て製造しています。
・食塩は徳島県鳴門の海水を低温で煮詰めた“鳴門のうず塩”を、また甘
味付けには四国在来のサトウキビを原料に徳島県内で生産された“阿波
和三盆糖”を使用し、添加物にもこだわっています。
・令和3年度から学内生協でも販売を開始しました。

　生物資源産業学部の農場（石井町）、水圏教育研究センター（鳴門
市）及び新野サテライトキャンパス（阿南市）の3拠点の機能を統合し、
オープンイノベーションの拠点とするとともに、生物系新産業の創出に
つながる研究推進とその担い手となる人材の育成を理念としたバイオイ
ノベーション研究所を、新たに令和2年7月1日に設置しました。
　本研究所は、地域及び産業界との協働を軸に、特色ある農林水産

業・食料・健康分野の高度な研究推進、実践的な教育、新産業創出を
目的として、学内外の異分野融合型共同研究や、連携企業の誘致、高
大接続の拡充、更には大学発ベンチャーの創出を加速させることを目指
しており、経済産業省J-Innovation HUB地域オープンイノベーショ
ン拠点（地域貢献型）として選定されました。

【バイオイノベーション研究所を新設】 令和2事業年度 支出額 約4,900万円

昆虫生産
分野

徳大ハム

熱
海
市・土
砂
災
害 

~
災
害
調
査

速
報
会
~ 

を
開
催
し
ま
し
た

記
録
的
な
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
7

月
3
日
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
豆
山
地
区

で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
ま
し

た
。
徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
7
月
10
日
、
11
日
に
現
地
調

査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
を
防
災
関
係

者
や
防
災
に
関
心
の
あ
る
一
般
市
民
の

方
々
に
お
伝
え
す
る
に
あ
た
り
、
7
月

15
日
18
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
、
2
0
2
1
年
熱
海
市
・
土

砂
災
害
〜
災
害
調
査
速
報
会
〜 

を
開

催
し
ま
し
た
。

本
会
に
は
、
一
般
の
方
、
防
災
士
、

自
治
体
や
企
業
の
担
当
者
、
研
究
者
を

含
む
約
1
3
0
名
の
方
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
し
、
環
境
防
災
研
究
セ
ン

タ
ー
長 

上
月 

康
則 

教
授
に
よ
る
「
調

査
概
要
と
災
害
の
特
徴
」
と
「
本
災
害

で
の
被
災
者
対

応
」、
中
野 

晋 

特
命
教
授 

と 

蒋 

景
彩 

教
授

に
よ
る
「
土
砂

災
害
の
被
害
概

要
」、
弁
護
士

で
防
災
士
の 

堀
井 

秀
知 

先
生
に
よ
る

「
被
災
者
情
報
の
公
表
」
の
計
4
つ
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度

﹁
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

徳
島
﹂を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

徳
島
大
学
理
工
学
部
で
は
、
科
学
実

験
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
青
少
年

の
「
科
学
す
る
心
」
を
育
み
、
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
科
学
体
験
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
徳
島
」
を
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
に
よ
り
、
や
む
な
く
開
催
中

止
と
し
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
度
「
科

学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
徳
島
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考

え
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
（
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型
）」
で
開
催
し
ま
し
た
。

身
近
な
材
料
を
使
っ
た
科
学
実
験
、

自
由
研
究
に
役
立
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
工
作

な
ど
、「
さ
わ
っ
て
、
つ
く
っ
て
、
楽

し
い
科
学
」
を
ご
家
庭
で
実
践
で
き
る

動
画
を
7
月
20
日
よ
り
配
信
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

︵
W
E
B
︶に
つ
い
て

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
「W

EB 

O
PEN C

AM
PU

S 2021

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
，
対
面
形
式
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
原
則
中
止

し
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
専
用
サ
イ
ト

は
令
和
4
年
3
月
末
ま
で
公
開
す
る
予

定
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
各
学
部
の

紹
介
動
画
や
入
試
情
報
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー﹁
留
学
生
の
た

め
の
ス
ト
レ
ス
対
策
:
ア
サ
ー
シ
ョ
ン・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
﹂を
開
催
し
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
高

等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
学
修
支
援
部
門

国
際
教
育
推
進
班
）
は
、「
留
学
生
の

た
め
の
ス
ト
レ
ス
対
策
：
ア
サ
ー
シ
ョ
ン・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
7
月
16
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、
本
学
外
国
人
留
学
生

14
人
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス

の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
留
学
生
の
た
め
の

ス
ト
レ
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
2
回
目
と
し

て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
本
学
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
井
ノ
崎 

敦
子

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
自
分
を
大

切
に
し
つ
つ
、相
手
も
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・
ス
キ
ル
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」

を
身
に
つ
け
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
非
常
に
有

益
で
興
味
深
い
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
」「
と

て
も
シ
ン
プ
ル
だ
が
実
用
的
だ
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に
非
常
に
役

立
つ
」「
今
後
も
い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
楽
し
い
と
思
う
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
は
、

引
き
続
き
外
国
人
留
学
生
の
学
修
及
び

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

﹁
徳
島
大
学
大
学
院
創
成
科
学
研
究

科
創
成
科
学
専
攻︵
博
士
後
期
課
程
︶を
設

置
す
る
計
画
﹂が
認
可
さ
れ
ま
し
た

令
和
4
年
4
月
に
「
徳
島
大
学
大
学

院
創
成
科
学
研
究
科
創
成
科
学
専
攻

（
博
士
後
期
課
程
）
を
設
置
す
る
計
画
」

が
令
和
3
年
8
月
27
日
付
け
で
文
部
科

学
省
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
大
学
で
は
、
令
和
2
年
度
に
設

置
し
た「
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科（
修

士
課
程
）
に
接
続
す
る
大
学
院
と
し
て
、

令
和
3
年
3
月
19
日
付
け
で
「
大
学
院

創
成
科
学
研
究
科
創
成
科
学
専
攻
（
博

士
後
期
課
程
）」
の
設
置
計
画
を
文
部
科

学
省
に
提
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学

設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
で
審
議
が
行

わ
れ
た
結
果
，
設
置
を
可
と
す
る
回
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
学
生
募
集
活
動
の
開
始
等
、

開
設
に
向
け
た
諸
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

科学体験
フェスティバル
HPはこちら

オープン
キャンパス
HPはこちら
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Q
：
今
年
入
学
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
な
り
、
少
し
不
安
だ
っ
た
が
、
大

学
が
き
ち
ん
と
対
応
し
て
く
れ
て
い
る

事
が
わ
か
り
、
よ
か
っ
た
で
す
。
今
か
ら

コ
ロ
ナ
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

授
業
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
あ
と
、
他
の
学
科
の
こ

と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

Ａ
：
本
学
の
こ
と
を
ご
心
配
い
た
だ

き
、
ま
ず
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
デ

ル
タ
株
の
蔓
延
に
と
も
な
い
若
者
へ

の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
本
学

で
は
感
染
し
た
学
生
が
不
利
益
と
な

ら
な
い
よ
う
細
心
の
配
慮
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
で
き
る
限
り
私
た
ち
の
取

り
組
み
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
大
学

の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
号
で
は
、
特
集
と
し
て
大
学
拠

点
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
や
各
学
部

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

も
一
方
向
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り

学
生
や
教
員
が
繋
が
り
も
て
る
授
業

を
行
い
、S
N
S
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
入
れ

る
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
先
生
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
対
面
授

業
も
感
染
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
本
学

の
基
準
に
基
づ
き
、
卒
業
研
究
な
ど

の
重
要
な
授
業
は
対
面
を
許
可
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
入
構
や
対
面
授
業
が
不
可
の
な

か
学
生
の
食
事
や
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
も

他
大
学
に
先
駆
け
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
大
学
生
と
し
て
の
期
間
は
一
人
一

人
の
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の

顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
心
身
と

も
に
健
全
に
安
心
し
て
大
学
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
徳
島
大
学
と
し

て
最
善
の
努
力
を
積
み
重
ね
十
分
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳島大学広報番組
「徳島大学ってどんなとこ？」 絶賛放送中

徳島大学の特色ある研究や取り組みなどをわかりやすく楽しみながら見ていただけるテレビ番組をケー
ブルテレビ徳島株式会社と共同制作し、本年7月より放映しています。徳島大学Youtubeチャンネル
でも公開していますので、徳島県外の方や放送を見逃してしまった方でもいつでもご視聴いただけま
す。ぜひ、ご覧ください。

第1回　学生インタビュー 野地学長に聞く
　　　　徳島大学長  野地 澄晴

第2回　徳島大学発ベンチャー企業の取り組み ～食用コオロギが世界を救う～
　　　　バイオイノベーション研究所 助教  渡邉 崇人

第3回　アスリートも救う世界最先端の腰痛手術を実践するドクター
　　　　大学院医歯薬学研究部 教授  西良 浩一

徳島大学のYouTube
チャンネルはこちら

こ
の
た
び
、
次
期
学
長
予
定
者
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
河
村
で
す
。
本
誌
面
を

お
借
り
し
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
大
学
は
、
学
生
約
7
5
0
0

名
、
教
職
員
約
3
3
0
0
名
か
ら
成

る
総
合
大
学
で
す
。
教
養
教
育
院
、
学

部
、
大
学
院
及
び
そ
れ
ら
の
支
援
セ
ン

タ
ー
、
研
究
所
、
大
学
病
院
、
大
学
産

業
院
（
教
育
・
研
究
の
成
果
を
迅
速
に
事

業
化
・
産
業
化
す
る
支
援
組
織
）
な
ら
び

に
事
務
局
等
を
擁
し
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
は
2
0
0
4
年
（
平
成

16
年
）
に
文
部
科
学
省
下
の
高
等
教
育

機
関
か
ら
、
大
学
長
が
統
括
す
る
法
人

に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
立

大
学
は
国
直
轄
の
機
関
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
国
税
を
原
資
と
す
る
運
営

費
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
立
大
学
法

人
は
６
年
を
一
期
と
し
た
中
期
目
標
・

中
期
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
達
成
に
努

め
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
（
令
和

4
年
）
4
月
か
ら
は
第
4
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
私
は
そ
の
6
年
間
の
う

ち
の
5
年
間
を
任
期
と
し
て
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
最
近
巷
で
はSociety 5.0 

や

S
D
G
s
な
ど
の
用
語
を
耳
に
さ
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
前
者
は
、
サ
イ

バ
ー
（
仮
想
）
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

（
現
実
）
空
間
を
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社

会
で
す
。
後
者
は
、
持
続
可
能
な
世
界

の
実
現
に
向
け
た
17
の
目
標
で
す
。

こ
の
二
つ
は
今
後
の
人
々
の
在
り
方
の

み
な
ら
ず
、
次
代
の
大
学
の
指
針
に
な

る
も
の
と
ふ
ま
え
ま
す
。
両
者
は
大
学

の
視
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
盤
分
野

ご
と
の
教
育
・
研
究
の
充
実
と
、
今
後

社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
分
野
の

教
育
・
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
時
代
の
要
請
に
応
え
る

大
学
の
創
造
に
は
、
現
状
を
観
る
／
知

る
と
と
も
に
そ
れ
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
果
敢
に
新
た
な
改
革
に
挑
戦
す
る

意
志
と
意
欲
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
現
代
社
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
ま

す
。
我
が
国
は
科
学
技
術
先
進
国
と
自

負
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
そ
の
立
ち

位
置
は
大
い
に
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
科

学
技
術
の
現
場
に
な
お
力
量
は
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
人
々
の
た

め
に
な
る
形
に
結
実
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス

が
脆
弱
と
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
大
き

な
課
題
を
認
識
し
つ
つ
、
私
は
本
学
の

取
り
組
む
様
々
な
活
動
や
事
業
を
、
改

め
て
創
造
的
な
行
為
と
意
義
付
け
た
く

存
じ
ま
す
。
併
せ
て
、
価
値
が
実
感
で

き
る
と
い
う
視
点
に
も
留
意
し
な
が
ら

そ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の

た
め
常
に
窓
を
広
く
開
け
、
学
生
や
保

護
者
の
皆
様
、
教
職
員
、
自
治
体
や
企

業
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
き
、
既
存
事

業
の
堅
持
発
展
と
と
も
に
改
革
の
努
力

を
怖
れ
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
期
学
長
予
定
者
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

学
長
予
定
者
：   

河
村 

保
彦 

（
か
わ
む
ら  

や
す
ひ
こ
）

                                  （
国
立
大
学
法
人
徳
島
大
学
理
事・副
学
長
）

任                

期
：   

令
和
4
年
4
月
1
日
〜
令
和
9
年
3
月
31
日




